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︻
研
究
余
滴
】

あ
る
紫
式
部
伝
・
第
三
稿

上
原　

作
和　

─　
日
記
の
成
立
過
程
と
読
者
圏
、
道
長
妾
問
題
の
現
在



物
語
研
究
会
に
つ
い
て

学
術
研
究
団
体
・
物
語
研
究
会
は
、

物
語
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
課
題
を
、

過
去
の
業
績
を
批
判
的
・
創
造
的
に
受
け
つ
ぎ
な
が
ら
、

物
語
研
究
の
学
と
し
て
の
可
能
性
の
深
化
と
拡
大
を
め
ざ
し
て
、

積
極
的
に
共
同
し
、

か
つ
自
主
的
に
活
動
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
、

「
若
き
研
究
者
の
集
団
」
で
す
。
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「
紫
式
部
の
伝
記
を
中
心
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
項
目
に
分
け
て
、
諸
説
を

紹
介
」
し
た
島
田
良
二
論
攷
を
承
け
て（

１
）、

以
後
四
〇
年
の
研
究
成
果
を
展
望
し

た
前
稿
（
以
下
、「
第
二
稿
」
と
呼
ぶ
）
の
う
ち
、
紙
幅
の
都
合
で
割
愛
し
た

項
目
「
源
氏
物
語
の
執
筆
時
／
△
現
行
『
紫
式
部
日
記
』
の
成
立
過
程
／
△
藤

原
道
長
と
の
関
係
／
△
藤
原
実
資
と
の
関
係
」
に
つ
い
て
の
研
究
展
望
を
行

い
、
こ
れ
を
第
四
章
に
分
か
ち
、
第
三
稿
と
す
る

（
２
）。
前
稿
同
様
、
島
田
氏
の
項

目
番
号
に
準
拠
し
、
新
規
項
目
を
△
、
新
規
解
説
を
※
で
示
す
。
ま
た
、
紙
幅

の
関
係
上
、論
じ
尽
く
せ
な
い
項
目
に
つ
い
て
は
、統
合
稿
を
予
定
し
て
い
る
。

　
以
下
、
本
稿
を
除
く
全
体
の
構
成
を
示
す
。

　
　

１　

出
生
年
時　

２　

惟
規
を
弟
と
す
る
説
→
第
四
統
合
稿

　
　

３　

紫
式
部
の
本
名
→
第
二
稿

　
　

４　

越
前
下
向
の
時
期　

５　

越
前
か
ら
帰
京
の
時
期　

　
　

６　

夫
藤
原
宣
孝
と
の
結
婚
→
第
四
統
合
稿

　
　

７　

宮
仕
え
年
時
→
第
二
稿

　
　

８　

式
部
の
呼
称
の
理
由　

　
　

９　

藤
式
部
が
紫
式
部
と
呼
ば
れ
た
理
由
→
第
四
統
合
稿

　
　
（
11　

紫
式
部
の
没
年
時
→
第
二
稿 

△ 

紫
式
部
出
家
説
→
第
二
稿
）

�

　『
栄
華
物
語
』
系
図
　
原
豊
二
氏
蔵

　

第
一
章　
　

10　

源
氏
物
語
の
執
筆
時

△
少
女
時
代
か
ら
終
生
書
き
継
ぐ

藤
井
貞
和
「『
源
氏
物
語
』
生
成
の
過
程
」『
岩
波
文
庫　

源
氏
物
語
』
九
巻
、

二
〇
二
一
年
九
月
、『
物
語
史
の
起
動
』
青
土
社
、
二
〇
二
二
年
三
月

※
紫
式
部
は
少
女
時
代
か
ら
志
怪
伝
奇
小
説
、
本
邦
の
物
語
文
学
を
読
み
耽

り
、
十
歳
代
後
半
か
ら
は
短
編
習
作
群
が
蓄
積
さ
れ
始
め
、
空
蝉
、
夕
顔
、
軒

端
荻
、さ
ら
に
は
紫
の
上
、末
摘
花
と
な
る
女
性
た
ち
も
活
躍
し
始
め
る
原
『
源

氏
物
語
』
群
が
執
筆
さ
れ
て
い
た
と
す
る
新
見
解
を
示
す
。

上
　
原
　
作
　
和

あ
る
紫
式
部
伝
・
第
三
稿

─
日
記
の
成
立
過
程
と
読
者
圏
、
道
長
妾
問
題
の
現
在

【
そ
の
他
】
＊
研
究
余
滴
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の
物
語
へ
と
発
展
さ
せ
て
正
編
完
成
。
こ
の
頃
、
道
長
か
ら
彰
子
の
出
産
記
録

の
依
頼
が
あ
っ
て
寛
弘
五
年
（
一
〇
〇
八
）
夏
か
ら
『
紫
式
部
日
記
』
執
筆
と

い
う
中
断
を
挟
み
、
宇
治
十
帖
を
寛
弘
六
年
（
一
〇
〇
九
）
春
ま
で
に
完
成
し

た
と
す
る
。
第
一
部
紫
の
上
系
物
語
に
玉
鬘
系
物
語
後
期
挿
入
説
と
い
う
成
立

論
を
取
り
込
み
、「
巣
守
」等
の
散
逸
諸
巻
も
ま
た『
源
氏
物
語
』草
稿
群
で
あ
っ

た
と
い
う
推
理
小
説
を
思
わ
せ
る
展
開
の
稲
賀「
物
語
流
通
機
構
論
」で
あ
る
。

△
斎
藤
正
昭
『
紫
式
部
伝
―
源
氏
物
語
は
い
つ
、
い
か
に
し
て
書
か
れ
た
か
』

笠
間
書
院
、
二
〇
〇
五
年

※
寛
弘
二
年
初
出
仕
、
寡
居
時
代
に
帚
木
三
帖
を
書
き
、
桐
壺
、
若
紫
と
紫
の

上
系
を
書
き
継
い
で
寛
弘
五
年
十
一
月
ま
で
に
藤
裏
葉
ま
で
完
成
。
妍
子
の
春

宮
入
内
の
際
の
献
上
本
が
玉
鬘
十
帖
と
す
る
（
寛
弘
七
年
二
月
二
十
日
）。
宇

治
十
帖
を
紫
式
部
死
の
前
年
長
和
二
年
ま
で
に
擱
筆
と
す
る
。

④
寛
弘
七
年
（
一
〇
一
〇
）
六
月
中
旬
ま
で
に
完
成
。

今
井
源
衛
『
紫
式
部
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
年
三
月

島
田
「
寛
弘
二
年
十
二
月
二
十
九
日
初
出
仕
ま
で
に
須
磨
巻
ま
で
執
筆
、
寛
弘

四
年
年
末
ま
で
に
藤
宴
巻
ま
で
執
筆
、
寛
弘
五
年
十
一
月
十
七
日
ま
で
に
清
書

本
の
幻
巻
ま
で
完
成
し
、
寛
弘
七
年
二
月
か
ら
同
年
六
月
中
頃
ま
で
に
宇
治
十

帖
が
完
成
す
る
」
※
寛
弘
七
年
二
月
は
『
紫
式
部
日
記
』
最
終
記
事
以
後
。

⑤
藤
裏
葉
ま
で
の
第
一
部
の
中
で
正
系
は
寛
弘
五
年
以
後
執
筆
の
部
分
が
あ

り
、
傍
系
の
挿
入
は
長
和
三
年
（
一
〇
一
四
）
以
後
で
あ
ろ
う
。

山
中
裕
『
歴
史
物
語
成
立
序
説
』
東
京
大
学
出
版
会
、一
九
六
二
年
八
月
、『
平

安
時
代
の
女
流
作
家
』
一
九
六
二
年
九
月

島
田
「
藤
裏
葉
の
六
条
院
行
幸
は
寛
弘
五
年
十
月
の
一
条
院
の
土
御
門
第
行
幸

の
記
事
と
似
て
い
る
。
初
音
巻
の
歯
固
日
の
祝
の
餅
鏡
は
長
和
三
年
以
前
に
さ

か
の
ぼ
る
文
献
は
な
い
か
ら
と
す
る
。
源
氏
物
語
は
寡
居
時
代
に
執
筆
し
始

め
、寛
弘
七
年
頃
ま
で
に
完
成
し
た
と
見
る
の
が
穏
当
だ
ろ
う
」※
山
中
旧
説
。

山
中
の
寛
仁
元
年
（
一
〇
一
七
年
）
新
説
は
第
二
稿
参
照
。　

　
　
　
　

△
現
行
『
紫
式
部
日
記
』
の
成
立
過
程

萩
谷
朴
『
紫
式
部
日
記
全
注
釈
』
角
川
書
店
、
下
巻
、
一
九
七
三
年
三
月
、

「『
紫
式
部
日
記
』
の
古
筆
切
と
写
本
」『
古
筆
と
源
氏
物
語
』
八
木
書
店
、

一
九
九
一
年
七
月

※
第
一
部
日
記
体
記
録
篇
」
は
『
前
紫
式
部
日
記
』
後
半
部
。
前
半
部
は
紫
式

部
自
身
が
切
り
捨
て
た
も
の
の
、『
紫
式
部
集
』
乙
本
（
陽
明
文
庫
本
）
所
載

日
記
歌
、『
栄
華
物
語
』
初
花
巻
の
五
巻
の
日
の
記
事
、『
明
月
記
』
に
見
え
る

式
子
内
親
王
の
月
次
絵
「
五
月
暁
景
気
」
と
し
て
参
照
さ
れ
た
。
以
下
、
長
文

の
引
用
と
は
な
る
が
、
確
実
を
期
し
て
萩
谷
説
の
核
心
①
娘
賢
子
に
宛
て
た
遺

書
説
、
②
現
存
『
紫
式
部
日
記
』
成
立
は
寛
弘
七
年
六
月
、
③
『
前
紫
式
部
日

記
』
の
後
半
部
を
分
割
挿
入
し
た
の
は
、
紫
式
部
自
身
の
説
述
を
そ
れ
ぞ
れ
摘

記
す
る
。

「
Ａ
『
本
紫
式
部
日
記
』
は
、
寛
弘
六
年
冬
以
降
に
、
家
記
と
庭
訓
と
い
う
娘

賢
子
の
た
め
の
遺
書
と
し
て
構
想
さ
れ
、
追
想
的
に
著
述
さ
れ
た
も
の
で
は

あ
っ
た
が
、
五
巻
の
日
の
強
烈
な
印
象
に
刺
激
さ
れ
て
執
筆
し
た
『
前
紫
式
部

日
記
』
は
、
当
時
現
在
の
日
記
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
に
は
な
ん
ら

か
の
参
考
性
も
教
訓
性
も
な
く
、
家
集
的
日
記
と
も
い
う
べ
き
体
験
的
事
実
の

あ
り
の
ま
ま
な
る
記
述
が
あ
っ
た
の
み
で
あ
る
。�

四
一
一
頁

　
Ｂ
寛
弘
五
年
五
月
六
月
の
期
間
に
限
定
さ
れ
た
『
前
紫
式
部
日
記
』
の
存
在

を
想
定
し
、
そ
の
前
後
二
分
割
と
前
半
の
散
逸
、
後
半
の
第
三
部
挿
入
と
い
う

第
二
章

①
宮
仕
え
以
前
に
書
く
。

与
謝
野
晶
子
「
紫
式
部
新
考
」「
太
陽
」
平
凡
社
、
一
九
三
八
年

島
田
「
源
氏
物
語
の
桐
壷
巻
か
ら
藤
襲
葉
ま
で
が
前
編
で
紫
式
部
が
書
き
、
宮

仕
え
以
前
に
書
い
た
。
若
菜
上
以
下
は
娘
の
大
弐
三
位
が
書
い
た
」
※
研
究
史

と
し
て
記
憶
さ
れ
る
も
の
の
、
傍
証
が
な
い
。

△
萩
谷
朴
「『
源
氏
物
語
』
と
紫
式
部
」『
紫
式
部
日
記
全
注
釈
』
下
巻
「
解
説
」

一
九
七
三
年
三
月

「『
源
氏
物
語
』
の
起
筆
は
、
夫
宣
孝
死
後
の
寡
居
時
代
で
あ
り
、『
紫
式
部
日

記
』
の
記
事
（
本
文
篇
第
七
五
節
）
に
よ
っ
て
、
寛
弘
五
年
五
月
以
前
に
、
既

に
世
問
で
評
判
と
な
る
ほ
ど
、相
当
程
度
の
分
量
が
脱
稿
し
て
お
り
、そ
れ
は
、

少
な
く
と
も
紫
の
上
を
主
人
公
と
し
た
『
紫
の
物
語
』
と
呼
ば
る
べ
き
シ
リ
ー

ズ
に
属
す
る
巻
々
を
含
ん
で
い
た（
本
文
篇
第
三
六
節
）と
い
う
こ
と
だ
け
は
、

確
言
し
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
長
保
三
年
四
月
二
十
五
日
か
ら
寛
弘
八
年
十
二

月
二
十
九
日
ま
で
、
満
五
年
と
八
か
月
、
死
別
直
後
の
三
か
月
や
半
年
は
、
お

そ
ら
く
筆
を
執
る
気
に
も
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
満
五
か
年
の
時
日
を

費
や
せ
ば
、
お
そ
ら
く
五
十
四
帖
の
過
半
は
書
き
進
ん
で
い
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
／
四
九
四
～
四
九
五
頁
」
※
寛
弘
五
年
十
一
月
一
日
ま
で
の
完
成
説
。
宮

仕
え
は
こ
れ
以
前
に
具
平
親
王
家
、
倫
子
家
出
仕
説
が
あ
る
（
↓
第
二
稿
）。

②
宮
仕
え
以
前
に
完
成
す
る
。

池
田
亀
鑑
「
解
説
」『
日
本
古
典
全
書　
源
氏
物
語
』
第
一
巻
、
一
九
四
六
年

十
二
月

山
岸
徳
平｢

解
説｣

『
日
本
古
典
文
学
大
系　
源
氏
物
語
』第
一
巻
、岩
波
書
店
、

一
九
五
八
年
一
月

島
田「
寡
婦
時
代
三
、四
年
な
い
し
四
、五
年
の
間
に
完
成
し
た
も
の
と
考
え
る
」

③
寛
弘
六
年
（
一
〇
〇
九
）
の
夏
ま
で
に
完
成
。

岡
一
男
『
源
氏
物
語
の
基
礎
的
研
究
』
増
訂
版
、
東
京
堂
出
版
、
一
九
六
六
年

八
月

島
田
「
紫
式
部
日
記
寛
弘
五
年
十
一
月
の
草
子
作
り
は
、
宇
治
十
帖
の
第
一
部

四
帖
を
尚
侍
に
奉
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
寛
弘
六
年
六
月
二
十
一
日
の
御
堂
行
啓

に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
の
は
宇
治
十
帖
を
完
成
さ
せ
る
た
め
で
、
そ
の
直
後
中

官
に
献
上
し
た
。
七
年
以
後
は
彼
女
の
邸
の「
ふ
る
歌
物
語
」の
本
ど
も
も「
え

も
い
は
ず
虫
の
巣
に
な
り
に
た
る
」
で
、
創
作
活
動
を
し
て
い
た
と
は
考
え
ら

れ
な
い
」
※
傍
証
な
し
。

△
稲
賀
敬
二
『
紫
式
部
―
源
氏
物
語
の
作
者
』
新
典
社
、
一
九
八
二
年

※
長
和
五
年
（
一
〇
〇
三
）
五
月
十
五
日
、
父
為
時
の
参
加
し
た
「
左
大
臣
道

長
歌
合
」
の
話
を
聞
き
、
男
性
官
人
が
歌
を
詠
む
と
同
時
に
漢
詩
文
を
作
文
す

る
文
人
で
あ
る
こ
と
に
興
味
を
持
ち
、
物
語
と
い
う
虚
構
に
漢
詩
文
を
用
い
る

こ
と
を
思
い
立
ち
、
想
を
練
り
始
め
た
。
散
逸
し
た
「
輝
く
日
の
宮
」
か
ら
書

き
始
め
、
光
源
氏
、
藤
壺
、
冷
泉
院
と
言
っ
た
主
要
人
物
と
長
編
物
語
の
構
想

を
得
、
長
保
末
か
ら
寛
弘
初
年
に
本
格
執
筆
。「
若
紫
」
好
評
の
噂
が
道
長
の

蒐
集
意
欲
を
誘
い
、
彰
子
後
宮
の
出
仕
に
至
る
。
寛
弘
三
年
春
の
二
ヶ
月
の
里

下
り
の
折
に
も
執
筆
を
進
め
、
寛
弘
三
年
（
一
〇
〇
六
）
春
に
は
第
一
部
の
諸

巻
を
整
理
す
る
作
業
に
入
っ
た
。
こ
の
頃
、
大
斎
院
か
ら
の
物
語
創
作
提
供
の

要
請
が
あ
り
、
藤
壺
が
主
人
公
の
草
稿
「
輝
く
日
の
宮
」
を
廃
棄
し
て
、
光
源

氏
が
主
人
公
の
「
桐
壺
」
巻
の
物
語
と
し
て
改
稿
し
、「
若
紫
」「
紅
葉
賀
」

「
葵
」
と
し
て
展
開
さ
せ
た
。「
須
磨
」「
明
石
」
以
後
、
さ
ら
に
「
桜
人
」
を

改
稿
し
た
玉
鬘
系
諸
巻
を
定
置
し
、
第
一
部
を
書
き
終
え
た
の
が
、
寛
弘
四
年

（
一
〇
〇
七
）
暮
れ
で
あ
る
。
つ
い
で
第
二
部
を
「
光
源
氏
」
か
ら
「
源
氏
」
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す
る
の
で
あ
る
。
式
部
は
こ
れ
に
中
宮
御
産
の
経
過
を
記
し
て
い
た
「
原
紫
式

部
日
記
」
の
記
事
だ
け
で
な
く
、
自
身
の
経
験
し
た
中
宮
で
の
女
房
生
活
に
お

け
る
私
的
な
感
慨
な
ど
も
書
き
込
ん
で
、
記
録
的
日
記
と
も
消
息
文
と
も
つ
か

ぬ
形
の
も
の
を
書
き
上
げ
て
送
っ
た
。現
存
日
記
に
は
記
録
的
な
部
分
に
も「
侍

り
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
も
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
後
世
に
流
布
し

て
ゆ
く
過
程
で
本
文
の
脱
落
な
ど
の
損
傷
を
受
け
、
そ
の
結
果
と
し
て
残
っ
た

も
の
が
現
存
の
紫
式
部
日
記
で
あ
る
。�

二
八
八
頁
」

※
女
房
日
記
が
主
家
に
献
上
さ
れ
、
現
存
日
記
を
「
式
部
の
親
し
く
し
て
い
た

知
人
の
娘
」
を
読
者
と
し
て
御
産
記
や
女
房
生
活
に
つ
い
て
の
経
緯
を
記
し
た

と
す
る
点
が
新
見
解
。
た
だ
し
、
道
長
の
局
来
訪
の
記
事
は
、
年
若
い
知
人
の

娘
な
ら
省
筆
す
る
だ
ろ
う
。
紫
式
部
が
総
て
を
知
る
極
め
て
近
し
い
身
内
の
人

間
に
向
け
て
書
い
た
も
の
と
す
る
池
田
節
子
説
の
系
譜
の
先
蹤
で
あ
る
。

田
渕
句
美
子
『
紫
式
部
日
記
』
の
消
息
文
―
宮
廷
女
房
の
意
識
」『
女
房
文
学

史
論
―
王
朝
か
ら
中
世
へ
』
岩
波
書
店
、二
〇
一
九
年
、初
出
二
〇
〇
八
年
、「
現

存
の
作
品
形
態
を
超
え
て
考
え
る
」『
古
典
籍
研
究
ガ
イ
ダ
ン
ス
』
笠
間
書
院
、

二
〇
一
二
年
六
月
。

※
田
渕
説
は
阿
仏
尼
の
消
息
『
阿
仏
の
文
』
が
宮
廷
女
房
と
な
る
娘
に
当
て
た

も
の
と
し
て
、
当
時
の
女
房
の
心
得
を
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
紫
式
部
日

記
』
の
消
息
部
分
を
踏
ま
え
た
も
の
と
指
摘
す
る
。
こ
の
消
息
を
娘
・
賢
子

に
宛
て
た
も
の
と
推
定
し
、『
阿
仏
の
文
』
か
ら
萩
谷
説
を
追
認
し
た
。
た
だ

し
、
田
渕
氏
は
、
日
記
の
成
立
過
程
に
関
し
て
は
従
来
説
と
は
見
解
を
異
に
す

る
と
強
調
し
、
現
存
『
紫
式
部
日
記
』
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
『
明
月
記
』
貞

永
二
（
一
二
三
三
）
年
三
月
二
十
日
条
の
定
家
の
娘
民
部
卿
典
侍
が
幼
少
の
頃

に
式
子
内
親
王
か
ら
拝
領
し
た
月
次
絵
二
巻
を
重
点
的
に
検
証
し
て
、
現
存
日

記
の
首
欠
説
を
否
定
す
る
理
路
を
辿
る
。「
こ
の
よ
う
に
、
定
家
や
式
子
内
親

王
が
持
っ
て
い
た
『
紫
式
部
日
記
』
は
、
少
な
く
と
も
こ
の
五
首
を
含
む
冒
頭

部
分
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
（
笠
間
書
院
論
文
二
五
四
頁
）」。「
賢

子
の
死
後
さ
ほ
ど
時
代
を
下
ら
な
い
時
代
に
、
日
記
に
添
付
さ
れ
た
消
息
を
誰

か
が
見
出
し
て
、
日
記
に
続
け
る
形
で
書
写
し
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
よ
う
な

こ
と
か
と
想
像
さ
れ
ま
す
（
笠
間
書
院
論
文
二
五
二
頁
）」
こ
の
見
解
を
従
来

説
に
照
ら
し
て
再
検
討
す
る
と
、
現
存
日
記
と
異
な
る
テ
ク
ス
ト
の
存
在
に
つ

い
て
は
、
す
で
に
萩
谷
説
の
核
心
が
「
前
『
紫
式
部
日
記
』
先
行
」
説
で
あ
る

こ
と
を
見
落
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
萩
谷
は
、
前
日
記
を
「
ほ
ぼ
、
初
度

の
土
御
門
第
滞
在
中
の
、
事
実
生
起
の
当
時
も
し
く
は
そ
の
近
い
頃
に
執
筆
し

た
も
の
」
と
し
て
い
る
か
ら
、
田
渕
説
は
萩
谷
説
に
包
摂
さ
れ
て
し
ま
う
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
後
出
の
久
保
朝
孝
論
文
で
も
「
日
記
歌
」
に
つ
い
て
は

「
紫
式
部
の
手
に
な
る
独
立
し
た
小
品
」「
日
記
的
小
家
集
」（
六
九
頁
、
初
出

一
八
九
〇
年
）」
と
し
て
い
る
の
で
、
田
渕
説
は
、
従
来
説
未
検
討
に
過
ぎ
な

い
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
民
部
卿
典
侍
が
式
子
内
親
王
か
ら
拝
領
し
た
月
次

絵
二
巻
「「
五
月　
紫
式
部
日
記
暁
景
気
」」
に
つ
い
て
は
、
論
文
を
参
照
し
た
形

跡
は
な
い
が
、
結
果
と
し
て
、
萩
谷
「『
紫
式
部
日
記
』
の
古
筆
切
と
写
本
」

を
一
部
補
強
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。『
明
月
記
』
定
家
自
筆
本
に
見
え
る
『
紫

式
部
日
記
』
の
脇
に
小
字
で
「
宜
秋
門
院
被
書
」
と
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
の

は
重
要
で
、
こ
れ
は
従
来
の
活
字
テ
ク
ス
ト
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
新
情
報
で

あ
る
。

　
当
該
『
明
月
記
』
貞
永
二
年
（
一
二
三
三
）
三
月
二
十
日
条
を
掲
げ
る（

３
）。

　
日
来
撰
出
物
語
月
次
〈
十
二
月
五
箇
所
〉�

不
入
源
氏
井
狭
衣
〈
於
歌
者
抜
群
、

他
事
雖
不
可
然
、
源
氏
当
時
中
宮
被
新
図
。
狭
衣
又
院
御
方
別
書
者
〉。
此
所
撰
、
夜

考
え
に
従
う
こ
と
と
し
た
い
。『
紫
式
部
集
』
乙
本
所
収
の
「
日
記
歌
」
や
『
栄

華
物
語
』
初
花
巻
の
五
巻
の
日
の
記
事
、
さ
ら
に
『
明
月
記
』
に
い
う
「
五
月

暁
景
気
」
に
該
当
す
る
本
文
は
、
そ
の
『
前
紫
式
部
日
記
』
の
、
紫
式
部
自
身

が
切
り
捨
て
た
前
半
部
の
本
文
を
資
料
と
し
て
用
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
な
お
、『
前
紫
式
部
日
記
』
は
『
紫
式
部
日
記
』
第
一
部
・
第
二
部
お
よ
び

第
一
部
補
遺
等
の
本
文
が
、
事
実
生
起
の
時
点
か
ら
は
、
あ
る
程
度
遠
ざ
か
っ

た
時
期
に
、
過
去
を
回
想
し
、
資
料
及
び
記
憶
を
整
理
し
て
、
一
個
の
作
品
と

し
て
の
主
題
を
定
め
、
構
想
を
練
っ
て
執
筆
し
た
の
と
は
違
っ
て
、
ほ
ぼ
、
初

度
の
土
御
門
第
滞
在
中
の
、
事
実
生
起
の
当
時
も
し
く
は
そ
の
近
い
頃
に
執
筆

し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
『
前
紫
式
部
日
記
』
の
後
半
部

を
分
割
し
て
、
現
在
位
置
に
挿
入
し
た
の
は
、
第
一
部
補
遺
も
書
き
加
え
て
の

ち
、
寛
弘
七
年
六
月
ご
ろ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。�

五
二
五
～
五
二
六
頁

　
Ｃ
こ
の
第
一
部
補
遺
も
、
お
そ
ら
く
寛
弘
七
年
六
月
頃
に
書
き
上
げ
ら
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
第
一
部
補
遺
の
前
、
第
二
部
の
あ
と
に
、『
前
紫

式
部
日
記
』の
後
半
部
を
分
割
挿
入
し
た
の
は
、紫
式
部
自
身
の
処
置
で
あ
り
、

お
そ
ら
く
第
一
部
補
遺
執
筆
直
後
の
事
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
偶
然
に
、

『
前
紫
式
部
日
記
』
の
残
欠
本
文
を
入
手
し
た
後
人
の
さ
か
し
ら
に
よ
る
竄
入

処
置
に
よ
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。『
紫
式
部
日
記
絵
詞
』『
紫
式
部
集
』
乙
本

所
載
の
日
記
歌
も
第
一
部
、
第
二
部
、
第
三
部
、
第
一
部
補
遺
の
順
序
に
構
成

さ
れ
た
現
行
証
本
と
同
じ
配
列
・
形
態
の
本
文
を
持
つ
証
本
に
準
拠
し
て
成
立

し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
現
行
本
の
形
態
は
、
早
く
平
安
時
代
末
期
に
安
定

し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

�

五
二
七
頁
／
通
し
記
号
Ａ
Ｂ
Ｃ
上
原
」

南
波
浩
「『
紫
式
部
日
記
』
の
変
貌
」『
源
氏
物
語
と
女
流
日
記
』
武
蔵
野
書
院
、

一
九
七
六
年

　
現
存
日
記
と
献
上
日
記
。

増
田
繁
夫
「
紫
式
部
日
記
の
形
態　

成
立
と
消
息
文
の
形
態
」「
言
語
と
文
芸
」

一
九
七
〇
年
一
月

　
友
人
に
送
っ
た
日
記
本
体
を
、
後
宮
通
信
と
し
て
「
献
上
本
」
と
し
て
書
き

直
し
た
。

原
田
敦
子
「
消
息
文
の
執
筆
」『
紫
式
部
日
記　

紫
式
部
集
論
考
』
笠
間
書
院
、

二
〇
〇
六
年

　
友
人
に
送
っ
た
日
記
を
「
献
上
本
」
と
し
た
。

増
田
繁
夫
『
評
伝
紫
式
部　

世
俗
執
着
と
出
家
願
望
』
和
泉
書
院
、
二
〇
一
四

年「
式
部
は
女
房
と
し
て
出
仕
し
て
以
来
、
宮
仕
日
記
あ
る
い
は
備
忘
録
の
よ
う

な
も
の
を
つ
け
て
い
た
。
そ
し
て
道
長
な
ど
主
家
の
命
に
よ
り
、
中
宮
彰
子
の

初
め
て
の
御
産
の
経
過
を
客
観
的
に
記
し
た
女
房
日
記
と
い
っ
た
も
の
を
作
成

し
て
提
出
し
た
。
こ
れ
が「
原
紫
式
部
日
記
」と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
現
存
日
記
に
は
見
え
な
い
土
御
門
殿
の
法
華
三
十
講
の
記
事
な
ど
も

ふ
く
ま
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
主
家
に
献
上
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
か
ら
一
般
に
は
流
布
し
な
か
っ
た
が
、
源
倫
子
の
女
房
で
あ
っ
た
赤
染
衛
門

な
ど
に
は
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
そ
れ
を
赤
染
も
書
写
し
て
も
っ
て
い
た

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
栄
華
物
語
の
資
料
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
「
原
紫
式
部

日
記
」
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
の
寛
弘
七
年
ご
ろ
に
な
っ
て
、
式
部
の
親
し
く
し

て
い
た
知
人
の
娘
な
ど
が
宮
仕
す
る
こ
と
に
な
り
、
中
宮
彰
子
の
御
産
の
と
き

の
様
子
や
式
部
の
女
房
生
活
な
ど
に
つ
い
て
の
経
過
を
求
め
て
き
た
。
そ
れ
に

応
え
て
記
し
た
の
が
現
存
日
記
の
祖
本
で
あ
っ
た
か
、
と
い
っ
た
事
情
を
想
定
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る
。
な
お
、
現
存
『
紫
式
部
日
記
絵
巻
』
の
従
来
の
説
は
、
九
条
道
家
が
施
主

で
新
た
に
作
成
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、『
明
月
記
』
の
絵
巻
記

事
の
日
と
時
を
同
じ
く
し
、
皇
子
出
産
の
二
月
十
二
日
か
ら
五
十
日
の
祝
い
の

四
月
八
日
の
間
、
九
条
道
家
も
藤
原
道
長
の
如
く
帝
の
外
祖
父
に
な
る
こ
と
を

望
み
、
娘
の
竴
子
も
藤
原
彰
子
の
如
く
国
母
と
な
る
こ
と
を
祈
願
し
て
新
た
に

制
作
さ
れ
た
と
す
る
説
で
あ
っ
た（
源
豊
宗「『
紫
式
部
日
記
絵
巻
』の
研
究
」「
人

文
論
究
」
一
九
五
六
年
七
月
、
小
松
茂
美
「『
紫
式
部
日
記
絵
詞
』
―
中
宮
竴

子
後
宮
」『
日
本
の
絵
巻　
紫
式
部
日
記
絵
詞
』
中
央
公
論
社
、一
九
八
七
年
、

川
名
淳
子
「『
紫
式
部
日
記
絵
巻
』
の
視
点
―
描
か
れ
た
紫
式
部
像
」『
紫
式
部

日
記
・
集
の
新
世
界
』
二
〇
一
九
年
）。

久
保
朝
孝　

第
二
部
第
十
一
章
「『
紫
式
部
日
記
』
断
片
記
事
三
編
の
行
方
」」

『
紫
式
部
日
記
論
』
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
二
〇
年
六
月
、
初
出
二
〇
一
二
年
。

※
前
日
記
の
残
入
と
も
さ
れ
る
「
十
一
日
の
暁
」
の
条
に
は
「
日
の
出
前
の
月

の
出
」
が
描
か
れ
る
と
い
う
日
付
の
問
題
が
あ
り
、
萩
谷
『
全
注
釈
』
は
既
往

の
十
四
説
を
検
討
し
、
道
長
と
の
関
係
を
朧
化
す
る
た
め
の
脚
色
と
し
て
五
月

二
十
二
日
説
を
導
き
出
し
た
。
久
保
氏
は
当
該
書
の
開
扉
に
こ
れ
を
検
討
問
題

と
し
て
六
説
を
上
げ
て
い
る（
第
一
章「『
紫
式
部
日
記
』の
成
立
、五
、六
頁
）。

　
寛
弘
五
年
五
月
五
日　
　
稲
賀
敬
二

　

寛
弘
五
年
五
月
二
二
日　

萩
谷
朴

　
寛
弘
五
年
五
月
二
三
日　
金
子
武
雄
第
二
案
、
池
田
健
夫

　
寛
弘
六
年
五
月
二
一
日　
今
井
卓
彌

　

寛
弘
六
年
六
月
二
一
日　

岡
一
男

　
寛
弘
六
年
九
月
十
一
日　
金
子
武
雄
第
一
案
、
中
野
幸
一
、
藤
本
勝
義

　
こ
の
当
否
に
つ
い
て
久
保
氏
は
、
特
定
は
避
け
つ
つ
も
、
こ
れ
を
二
十
日
過

ぎ
の
記
事
と
し
て
、
引
用
さ
れ
た
白
詩
「
海
漫
々
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を

分
析
し
た
。
そ
し
て
、「
他
者
の
視
線
に
さ
ら
さ
れ
る
の
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い

（
二
三
〇
頁
）」
記
事
で
あ
る
と
い
う
を
結
論
を
導
き
つ
つ
、
以
下
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。「
我
々
の
前
に
伝
え
ら
れ
た
『
日
記
』
は
、
以
上
に
見
た
よ
う

に
推
敲
前
ま
た
は
推
敲
過
程
に
あ
っ
た
草
稿
本
だ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
消
息
文
の
後
に
位
置
す
る
不
調
和
な
断
片
記
事
三
編
の
存
在
が
説
明
で
き

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。二
三
三
頁
」。前『
紫
式
部
日
記
』説
で
あ
る
。な
お
、

笹
川
博
司
『
紫
式
部
日
記
』
和
泉
書
院
、
二
〇
二
一
年
七
月
は
補
注
で
、
萩
谷

説
と
岡
説
を
有
力
と
し
、
か
つ
、
増
田
『
評
釈
』
の
「
寛
弘
六
年
夏
の
夜
の
で

き
事
か
」
を
紹
介
す
る
。

室
伏
信
助
「『
紫
式
部
日
記
』
の
表
現
機
構
―
「
十
一
月
の
暁
」
を
め
ぐ
っ
て
」

『
王
朝
日
記
物
語
論
叢
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
四
年
十
月
、
初
出
一
九
八
七
年

※
史
実
と
し
て
は
萩
谷
説
「
五
月
二
二
日
」
の
記
事
で
は
あ
る
が
、「
九
月

十
一
日
」
が
彰
子
の
敦
成
親
王
出
産
の
日
に
重
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
構
成

意
識
が
あ
り
、
敦
良
親
王
生
誕
記
で
も
あ
る
と
し
て
、
現
存
『
紫
式
部
日
記
』

を
高
度
に
完
成
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
と
見
る
。
た
だ
し
、
断
片
記
事
の
物
語
内
容

は
出
産
記
事
の
慶
事
と
は
ま
っ
た
く
重
な
ら
な
い
。

山
本
淳
子
「『
紫
式
部
日
記
』
の
成
立
へ
―
献
上
本
・
私
家
本
二
段
階
成
立
の

可
能
性
」『
紫
式
部
日
記
と
王
朝
貴
族
社
会
』
和
泉
書
院
、
二
〇
一
六
年
八

月
、
初
出
二
〇
一
〇
年
、「
現
行
『
紫
式
部
日
記
』
の
形
態
―
冒
頭
・
消
息
体
・

十
一
日
の
暁
、『
枕
草
子
』
に
も
触
れ
つ
つ
」『
知
の
遺
産
シ
リ
ー
ズ
⑦　

紫
式

部
日
記
・
集
の
新
世
界
』
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
一
九
年
五
月
（
引
用
は
後
者
）

「
首
部
に
つ
い
て
は
、
外
部
資
料
に
見
え
る
寛
弘
五
年
五
月
五
日
を
含
む
「
日

記
」
を
、
紫
式
部
自
身
の
作
で
は
あ
る
が
、『
紫
式
部
日
記
』
と
は
別
の
作
品

寝
覚
・
御
津
浜
松
・
心
高
東
宮
宣
旨
・
左
右
袖
湿
・
朝
倉
・
御
河
尓
開
留
・

取
替
波
也
・
末
葉
露
・
海
人
苅
藻
・
玉
藻
尓
遊
、
以
十
物
話
撰
毎
月
五
。

金（
為
家
）吾清

書
訪
、
又
加
一
見
之
。
附
繁
茂
進
入
云
々
。
以
取
交
為
撰
。
又
蜻

蛉
日
記
十
所
許
撰
出
、
同
送
金
吾
許
、
紫
日
記
、
更
級
日
記
〈
中（中
院
通
方
）

宮
大
夫
書

進
之
、
自
承（源
在
子
）

明
門
院
被�

撰
其
所
、
己
書
出
進
入
了
〉。
其
外
蜻
蛉
所
残
歟
。
仍
令

書
出
之
。
近
日
此
画
図
又
世
間
之
経
営
歟
、
更
級
墨
画
、
隆
信
朝
臣
娘
右

京
大
夫
尼
書
之
。
殷
富
門
院
號,

姫
宮
之
人
、被
書
詞
云
〈々
為
能
書
云
々
〉。

源
氏
絵
詞
内
府
被
書
、
一
昨
日
二
三
巻
書
出
被
送
、
手
跡
尤
宜
欺
、
飯
室

固
辞
云
々
、
尤
可
然
事
也
。
大
殿
、
被
仰
手
振
由
不
令
書
給
、
頗
被
申

宜（
源
任
子
）

秋
門
院
、
老
眼
不
可
叶
之
由
被
仰
云
々
。

　

此
絵
、
如
聞
者
、
可
為
末
代
之
珍
歟
、
典（
因
子
）侍

往
年
幼
少
之
時
、
令
参

故（
式
子
）

斎
院
之
時
、
所
賜
之
月
次
絵
二
巻
〈
年
来
所
持
也
〉、
今
度
進
入
宮

（
後
堀
河
中
宮
竴
子
）、

詞
同
彼
御
筆
也
、
垂
露
殊
勝
珍
重
之
由
、
上
（
後
堀
河
院
）皇有

仰
事
云
々
、
件
絵
、
被

書
十
二
人
之
歌
〈
被
充
月
〃
〉、

　
正
月
〈
敏
行
云
々
〉、

　
二
月
〈
清
少
納
言
・
斉
信
卿
、
参
梅
壺
之
所
、
但
無
歌
〉

　
三
月
〈
天
暦
、
藤
壺
御
製
〉�

四
月
〈
実
方
朝
臣
、
祭
使
神
館
歌
〉

　
五
月
〈
紫宜
秋
門
院
被
書

式
部
日
記
、
暁
景
気
〉　�

六
月
〈
業
平
朝
臣
、
秋
風
吹
告
鴈
〉

　
七
月
〈
後
冷
泉
院
御
製
〉�

八
月
〈
道
信
朝
臣
、
虫
声
〉

　
九
月
〈
和
泉
式
部
、
帥
宮
叩
門
〉�

十
月
〈
馬
内
侍
、
時
雨
〉

　
十
一
月
〈
宗
貞
少
将
、
未
通
女
之
姿
〉�

十
二
月
〈
四
条
大
納
言
、北
山
之
景
気
〉

二
巻
絵
也
、
表
紙
〈
青
紗
鎛
有
絵
〉、
軸
〈
水
精
〉

　
萩
谷
は
前
者
の『
紫
式
部
日
記
』と
後
者
の『
月
次
絵
』の『
紫
式
部
日
記
』〈
五

月
暁
景
気
〉と
を
別
々
の
絵
巻
物
と
し
て
弁
別
し
た
。前
者
の
絵
巻
の
構
成
は
、

現
存
日
記
の
記
事
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
絵
巻
は
現
存
日
記
を
絵

画
化
し
た
『
紫
式
部
日
記
絵
巻
』
そ
の
も
の
で
あ
り
、後
者
『
月
次
絵
』
の
『
紫

式
部
日
記
』〈
暁
景
気
〉
は
、現
存
日
記
に
は
該
当
記
事
が
な
い
の
で
、前
『
紫

式
部
日
記
』
の
絵
画
化
と
規
定
し
、
以
下
の
よ
う
な
制
作
者
群
を
想
定
し
た
。

『
紫
日
記
』『
更
級
日
記
絵
』

イ
（
編
纂
指
示
の
施
主
）
後
堀

河
院　

ロ
（
題
目
選
定
の
撰

者
）
承
明
門
院
（
後
鳥
羽
上
皇

妃
在
子
）　

ハ
（
題
目
清
書
の

担
当
者
）
不
詳
な
る
も
在
子
自

身
か　
ニ
（
絵
画
の
筆
者
）
不

詳
。
或
い
は
在
子
自
身
か
。　

ホ
（
詞
書
の
筆
者
）
通
方　
ヘ

（
題
材
、
規
模
・
構
成
）『
紫

日
記
』『
更
級
日
記
』
の
二
本

立
て�

�

一
九
一
頁

　
後
鳥
羽
上
皇
妃
・
承
明
門
院

源
在
子
は
こ
の
時
、
五
三
歳
。

お
な
じ
く
後
鳥
羽
上
皇
中
宮
・

宜
秋
門
院
九
条
任
子
（
六
一
歳
）
は
老
眼
を
理
由
に
『
源
氏
絵
』
詞
書
の
染
筆

の
要
請
を
固
辞
し
た
が
、『
紫
日
記
』
の
染
筆
は
し
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、

萩
谷
説
の
「
ハ
（
題
目
清
書
の
担
当
者
）
不
詳
な
る
も
在
子
自
身
か
」
を
、
田

渕
情
報
か
ら
、「
宜
秋
門
院
任
子
染
筆
」と
変
更
す
る
必
要
が
生
じ
る
。つ
ま
り
、

こ
の
萩
谷
の
推
定
染
筆
者
を
特
定
し
た
の
が
田
渕
氏
の
功
績
と
言
う
こ
と
に
な
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通
信
」
で
あ
っ
た
か
否
か
は
証
明
不
能
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、④「
冒
頭
以
前
に
付
加
し
た
記
事
が
や
が
て
脱
落
」し
て
現
冒
頭「
秋

の
気
配
」
と
な
っ
た
と
す
る
説
は
、
萩
谷
説
Ｂ
「『
前
紫
式
部
日
記
』
の
後
半

部
を
分
割
挿
入
し
た
の
は
、紫
式
部
自
身
」、お
よ
び
、Ｃ
「
現
行
本
の
現
存
『
紫

式
部
日
記
絵
詞
』
の
後
代
書
写
に
か
か
る
ツ
レ
で
あ
る
と
す
る
文
献
学
的
論
拠

を
克
服
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
山
本
説
④
の
場
合
、
こ
の

脱
落
は
当
該
『
明
月
記
』
一
二
三
三
年
三
月
二
十
日
の
日
記
絵
詞
作
成
ま
で
に

現
存
形
態
と
な
っ
て
い
る
は
ず
だ
が
、
流
布
し
な
か
っ
た
「
献
上
本
」
と
「
私

家
本
」
の
冒
頭
が
こ
の
時
点
ま
で
に
転
写
を
重
ね
、
偶
然
な
が
ら
完
全
一
致
す

る
本
文
と
な
っ
て
い
る
必
要
が
あ
り
、
蓋
然
性
は
確
率
的
に
極
め
て
低
い
と
言

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

笹
川
博
司
「『
紫
式
部
日
記
』『
紫
式
部
集
』
の
成
立
―
古
本
系
集
に
増
補
さ
れ

た
「
日
記
哥
」
か
ら
考
え
る
」『
知
の
遺
産
シ
リ
ー
ズ
⑦　

紫
式
部
日
記
・
集

の
新
世
界
』
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
一
九
年
五
月

「（
藤
原
定
家
の
『
明
月
記
』
貞
永
二
（
一
二
三
三
）
年
三
月
二
十
日
条
に
見

え
る
式
子
内
親
王
の
月
次
絵
は
）『
紫
式
部
日
記
』
で
は
な
く
、
別
の
日
記
を

想
定
す
る
説
も
あ
る
が
、
よ
く
知
ら
れ
た
有
名
な
場
面
が
月
次
絵
の
題
材
に

な
っ
て
い
る
は
ず
で
、
そ
の
想
定
は
考
え
に
く
い
」

六
一
頁

※
増
田
、
山
本
説
を
検
討
し
た
上
で
右
の
見
解
が
述
べ
ら
れ
る
。
両
説
と
も
現

存
日
記
の
形
態
に
至
る
ま
で
に
「
本
文
の
脱
落
」
を
想
定
す
る
点
が
共
通
す
る

が
、
前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
絵
詞
の
成
立
と
の
連
関
が
考
慮
さ
れ
て
お
ら

ず
、
確
率
的
な
慨
然
性
は
極
め
て
低
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
く
わ
え
て
、

明
示
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、「
別
の
日
記
を
想
定
す
る
説
」
は
萩
谷
説
の
前
『
紫

式
部
日
記
』
の
こ
と
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
前
日
記
の
具
体
的
な

復
原
案
（
萩
谷
朴
「
第
三
部
『
前
紫
式
部
日
記
』
残
欠
本
文
の
挿
入
（
参
考

『
栄
華
物
語
』『
日
記
歌
』
に
よ
る
補
遺
）」『
校
注
紫
式
部
日
記
』
新
典
社
、

一
九
八
五
年
、
一
二
一
～
一
二
四
頁
）
を
示
す
萩
谷
説
に
関
し
て
「
そ
の
想
定

は
考
え
に
く
い
」
と
す
る
の
は
、
説
明
不
足
と
い
う
よ
り
、
未
検
討
な
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
故
、
氏
の
根
本
的
な
解
決
策
は
本
論
文

で
は
示
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
笹
川
氏
は
、
和
泉
古
典
叢
書
『
紫
式
部
日
記
』
和
泉
書
院
、

二
〇
二
一
年
に
お
い
て
、「
萩
谷
朴
『
紫
式
部
日
記
全
注
釈
』
か
ら
半
世
紀
。

全
注
釈
は
、
今
な
お
『
紫
式
部
日
記
』
を
研
究
す
る
際
の
必
読
文
献
で
あ
る
。

そ
れ
は
多
く
の
資
料
が
博
捜
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
立
論
さ
れ
て
い
る
か
ら

だ
。
思
い
つ
き
の
主
張
と
は
一
線
を
画
す
優
れ
た
業
績
で
あ
る
。
た
だ
し
、
資

料
か
ら
導
か
れ
る
結
論
が
い
つ
も
正
し
い
と
は
限
ら
な
い
し
、
論
に
飛
躍
の
あ

る
場
合
も
あ
っ
て
、そ
れ
を
正
す
試
み
も
、こ
の
半
世
紀
続
け
ら
れ
て
き
た
（
公

式
サ
イ
ト
よ
り
）」
と
述
べ
、
当
該
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
本
論
文
を
挙
げ
て

「
日
記
読
者
の
特
定
も
、
成
立
過
程
の
確
定
も
、
実
証
困
難
な
問
題
（
同
書
解

説
一
四
頁
）」
と
し
て
い
る
。

池
田
節
子
『
紫
式
部
日
記
を
読
み
解
く
源
氏
物
語
の
作
者
が
見
た
宮
廷
社
会

（
日
記
で
読
む
日
本
史
）』
臨
川
書
店
、
二
〇
一
七
年
二
月

※
日
記
の
執
筆
動
機
を
道
長
の
要
請
と
す
る
見
解
を
「
定
説
」
と
し
つ
つ
、
こ

れ
に
疑
義
を
呈
し
、「
友
人
に
あ
て
た
も
の
（
増
田
・
原
田
説
）」「
娘
賢
子
の

将
来
の
た
め
の
宮
仕
え
記
録
（
萩
谷
説
）」
を
紹
介
し
な
が
ら
、「
娘
を
持
つ
私

と
し
て
は
母
親
の
見
栄
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
ら
、
友
人
の
ほ
う
が
言
い
た

い
こ
と
を
言
え
る
の
で
は
な
い
か
（
一
九
頁
）」
と
し
、「
共
通
の
知
識
を
有
す

で
あ
っ
た
と
す
る
説
も
あ
る
。
た
だ
別
作
品
が
『
紫
式
部
日
記
』
に
混
入
し
た

経
緯
、
さ
ら
に
脱
落
し
て
現
形
態
と
な
っ
た
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
、
憶
説
を
重

ね
な
く
て
は
な
ら
な
い
難
点
が
あ
る
。

八
三
頁

※
読
者
を
賢
子
と
す
る
説
、「『
紫
式
部
日
記
』
と
は
別
の
作
品
で
あ
っ
た
と
す

る
説
」
は
、「
前
『
紫
式

部
日
記
』」
を
想
定
す
る

萩
谷
説
で
あ
る
。『
明
月

記
』の「『
紫
式
部
日
記
』

「
五
月
／
暁
景
気
」」
等

に
よ
っ
て
、
現
存
冒
頭
部

以
前
の
記
事
が
確
実
に
存

在
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ

を
現
存
本
の
成
立
事
情
に

由
来
す
る
も
の
と
し
た
。

当
初
彰
子
の
第
一
子
出
産

を
中
心
記
事
と
す
る
「
献

上
本
」
と
、
私
的
な
感
慨

を
加
え
た「
私
家
本
」の
、

い
わ
ゆ
る
二
段
階
成
立
論

で
あ
る
。

「
①
献
上
本
は
、
主
家
か

ら
命
じ
ら
れ
て
主
家
を
主

役
に
彰
子
の
敦
成
親
王
出

産
と
い
う
晴
事
を
綴
る
女

房
日
記
（
宮
崎
荘
平
説
）
で
、
現
行
の
冒
頭
部
を
冒
頭
と
し
て
い
た
。
献
上
本

は
完
成
す
る
と
道
長
あ
る
い
は
彰
子
に
献
上
さ
れ
、世
に
流
布
し
な
か
っ
た（
山

本
氏
区
分
の
一
）」。

「
②
私
家
本
は
献
上
本
の
写
し
に
紫
式
部
が
大
幅
に
手
を
加
え
て
作
成
し
た
、

私
的
な
書
き
物
で
あ
る
（
山
本
氏
区
分
の
二
）」

「
③
私
家
本
は
や
が
て
流
布
し
、『
栄
華
物
語
』『
日
記
歌
』『
明
月
記
』
は
私

家
本
に
拠
っ
て
い
る
（
山
本
氏
の
区
分
七
）」

「
④
私
家
本
の
冒
頭
は
、
転
写
が
繰
り
返
さ
れ
る
中
で
脱
落
し
、
い
か
に
も
冒

頭
に
相
応
し
い
献
上
本
冒
頭
が
冒
頭
と
さ
れ
た
。こ
れ
が
現
行『
紫
式
部
日
記
』

で
あ
る
（
山
本
区
分
氏
の
八
）」

（
八
九
～
九
十
頁
／
○
通
し
番
号
上
原
）。

※
南
波
浩
、原
田
敦
子
「
献
上
本
」、増
田
繁
夫
「
後
宮
通
信
／
添
手
紙
」
等
、

先
行
各
氏
の
説
を
糾
合
し
つ
つ
、
さ
ら
な
る
合
理
化
を
試
み
た
仮
説
で
あ
る
。

こ
れ
ら
「
献
上
本
」
説
は
、
い
わ
ば
関
西
系
の
十
八
番
と
も
い
え
る
学
説
な
の

で
あ
る
。
た
だ
し
、
外
部
資
料
と
し
て
現
存
す
る
文
献
は
、
同
僚
女
房
執
筆
に

か
か
る
『
栄
華
物
語
』「
初
花
」
巻
と
、『
明
月
記
』
に
式
子
内
親
王
蔵
と
し
て

伝
わ
る
『
紫
式
部
日
記
絵
巻
』
の
み
で
あ
り
、
こ
れ
が
「
献
上
本
」
や
「
後
宮

別本『紫式部日記絵詞』古代学協会蔵

『
紫
式
部
日
記
絵
詞
断
簡
』
萩
谷
朴
旧
蔵
、
古
代
学
協
会
蔵
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△
藤
原
道
長
と
の
関
係

※
道
長
が
紫
式
部
の
局
を
訪
問
し
、「
す
き
も
の
」「
梅
」
詠
の
や
り
と
り
を
し

た
の
は
、
寛
弘
五
年
五
月
、
彰
子
が
土
御
門
殿
に
滞
在
中
の
こ
と
で
あ
る
。
た

だ
し
、
作
者
も
日
記
、
家
集
と
も
に
「
人
」
と
匿
名
と
し
て
い
る
が
、
後
に
藤

原
定
家
は
後
半
の
二
首
「
真
木
の
戸
口
に
叩
き
わ
び
ぬ
る
」
を
『
新
勅
撰
集
』

詞
書
と
し
て「
夜
ふ
け
て
妻
戸
を
叩
き
侍
り
け
る
に
、開
け
侍
ら
ざ
り
け
れ
ば
、

あ
し
た
に
つ
は
か
し
け
る
」
と
道
長
と
紫
式
部
と
断
定
し
た
。
十
四
世
紀
後
半

成
立
の
『
尊
卑
分
脈
』
は
、
紫
式
部
の
注
に
「
御
堂
関
白
道
長
妾
云
々
」
と
あ

る
。
ま
た
、
寛
弘
七
年
正
月
の
記
事
で
は
小
少
将
が
土
御
門
邸
内
で
「
明
け
果

て
て
は
し
た
な
く
な
り
に
た
る
」
姿
で
紫
式
部
と
隣
接
す
る
局
に
帰
っ
て
き
た

こ
と
を
記
し
て
い
る
。

「
あ
か
ら
さ
ま
に
ま
か
で
て
、
二
の
宮
の
御
五
十
日
は
正
月
十
五
日
、
そ

の
暁
に
参
る
に
、
小
少
将
の
君
、
明
け
果
て
て
は
し
た
な
く
な
り
に
た
る

に
参
り
た
ま
へ
り
。
例
の
同
じ
所
に
ゐ
た
り
。
二
人
の
局
を
一
つ
に
合
は

せ
て
、
か
た
み
に
里
な
る
ほ
ど
も
住
む
。
ひ
と
た
び
に
参
り
て
は
、
几
帳

ば
か
り
を
隔
て
に
て
あ
り
。
殿
（
道
長
）ぞ
笑
は
せ
た
ま
ふ
。「
か
た
み
に
知
ら
ぬ

人
も
語
ら
は
ば
。」
な
ど
聞
き
に
く
く
、
さ
れ
ど
誰
れ
も
さ
る
う
と
う
と

し
き
こ
と
な
け
れ
ば
、
心
や
す
く
て
な
む
。」

　
道
長
か
ら
「
局
に
知
ら
な
い
男
性
が
い
た
ら
、
互
い
に
困
る
だ
ろ
う
」
と
冷

や
か
さ
れ
る
も
、
ふ
た
り
に
は
「
さ
る
う
と
う
と
し
き
こ
と
な
け
れ
ば
」、
大

丈
夫
だ
と
答
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
小
少
将
が
密
会
し
て
い
た
相
手
は
道
長
以

外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
日
記
の
読
者
は
、
こ
う
し
た
複
雑

な
事
情
を
理
解
し
て
い
る
人
間
に
限
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

萩
谷
朴
「
紫
式
部
と
道
長
と
の
交
情
―
『
前
紫
式
部
日
記
』
の
存
在
を
仮
説
し

て
」「
中
古
文
学
」
六
号
、
中
古
文
学
会
、
一
九
七
〇
年
九
月
、「『
源
氏
物
語
』

と
紫
式
部
」『
紫
式
部
日
記
全
注
釈
』
下
巻
「
解
説
」
一
九
七
三
年
三
月
、『
紫

式
部
の
蛇
足 

貫
之
の
勇
み
足
』
新
潮
選
書
、
二
〇
〇
〇
年
三
月

萩
谷
は
、
前
『
紫
式
部
日
記
』
の
残
欠
と
し
て
「
十
一
日
の
暁
」
の
記
事
を
、

実
際
は
寛
弘
五
年
五
月
二
二
日
の
出
来
事
を
朧
化
す
る
た
め
の
日
付
表
記
と

し
、
そ
れ
は
後
に
三
顧
の
礼
を
尽
く
し
た
道
長
の
誘
い
で
あ
る
か
ら
、「
紫
式

部
と
の
男
女
の
関
係
は
成
立
し
た
は
ず
で
あ
る（
一
七
五
頁
）」と『
尊
卑
分
脈
』

の
注
記
を
肯
定
す
る
。
道
長
妾
説
の
代
表
的
見
解
で
あ
る
。

△
今
井
源
衛
『
紫
式
部
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
年
三
月
、
一
九
八
〇
年
新

装
版
（
引
用
は
後
者
）

　
中
世
の
系
図
は
根
拠
が
な
い
と
い
う
前
提
に
立
ち
、
こ
の
記
事
を
寛
弘
六
年

夏
と
し
て
、「
彼
は
既
に
四
四
歳
、
左
大
臣
で
あ
る
。
当
時
と
し
て
は
立
派
な

初
老
で
、初
孫
が
産
ま
れ
て
半
年
。
こ
の
年
夏
は
健
康
が
よ
く
な
か
っ
た
。『
御

堂
関
白
記
』
に
よ
れ
ば
、
五
月
末
か
ら
六
月
中
旬
ま
で
病
気
で
、
参
内
も
し
て

い
な
い
。
そ
の
上
に
猛
暑
の
季
節
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
萩
谷
朴
氏
や
稲
賀
敬

二
氏
は
寛
弘
五
年
の
事
と
見
て
お
ら
れ
る
の
で
、
話
は
少
し
違
っ
て
く
る
が
、

し
か
し
、
そ
の
可
能
性
は
乏
し
い
と
思
う
（
一
九
〇
頁
）」。
否
定
説
の
代
表
的

見
解
で
あ
る
。

△
清
水
好
子
『
紫
式
部
』
岩
波
新
書
、
一
九
七
三
年

※
道
長
の
「
夜
も
す
が
ら
…
」
を
め
ぐ
る
や
り
と
り
を
「
む
し
ろ
主
人
と
侍
女

の
間
に
お
け
る
ご
く
日
常
的
振
舞
い
で
、
召
使
い
に
た
い
す
る
心
遣
い
の
気
味

さ
え
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
（
一
一
八
頁
）」
と
し
て
恋
愛
関
係

と
は
見
て
い
な
い
。

△
朧
谷
寿
「
道
長
と
紫
式
部
」『
藤
原
道
長
―
男
は
妻
が
ら
な
り
』
ミ
ネ
ル
バ

第
三
章

る
身
近
な
人
に
対
し
て
書
き
記
し
た
も
の（
四
一
～
四
二
頁
）」と
規
定
し
た
。

道
長
の
要
請
説
は
「
献
上
本
」
説
と
も
言
い
換
え
得
る
が
、『
新
世
界
』
に
お

い
て
「
献
上
本
」
説
に
依
拠
し
た
の
は
、
山
本
論
文
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

世
代
的
な
研
究
史
観
の
相
違
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
し
、
確
言
で
き
る
文
献

史
料
も
な
い
の
で
、「
定
説
」
で
は
決
し
て
な
く
、
い
わ
ば
、
関
西
系
の
通
説

で
あ
る
。
池
田
氏
は
、『
栄
華
物
語
』
が
日
記
に
取
材
し
た
と
思
し
き
本
文
の

比
較
に
よ
っ
て
、篠
原
昭
二
の
「
公
式
記
録
で
は
な
」
い
「
第
三
者
の
見
聞
録
」

（「『
紫
式
部
日
記
』
の
成
立
―
記
録
の
方
法
に
つ
い
て
」「
国
文
学
」
學
燈
社
、

一
九
六
九
年
五
月
）
に
依
拠
し
つ
つ
、
文
章
の
完
成
度
の
高
い
寛
弘
七
年
記
事

を
除
け
ば
、
い
ず
れ
も
寛
弘
五
年
記
事
、
消
息
文
と
も
ど
も
「
草
稿
性
」
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
む
し
ろ
、
寛
弘
七
年
記
事
こ
そ
が
「
道
長
に
提

出
さ
れ
た
記
録
の
一
部
分
（
四
九
頁
）」
で
あ
る
と
の
大
胆
な
仮
説
で
あ
る
。

ま
た
池
田
氏
は
、
現
存
日
記
の
冒
頭
は
、
ま
さ
し
く
冒
頭
に
相
応
し
い
結
構
を

備
え
て
お
り
、「
現
在
で
は
首
欠
説
を
唱
え
る
研
究
者
は
存
在
し
な
い
／
五
七

頁
」
と
も
述
べ
、「
寛
弘
五
、六
年
の
記
事
お
よ
び
消
息
文
部
分
ま
で
は
ひ
と
ま

と
ま
り
の
作
品
だ
が
草
稿
性
が
あ
り
、
そ
れ
以
外
は
、
紫
式
部
が
書
い
た
と
推

定
さ
れ
る
文
章
を
寄
せ
集
め
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
（
四
九
頁
）」
と

規
定
す
る
。「
紫
式
部
が
書
い
た
と
推
定
さ
れ
る
文
章
」が「
前『
紫
式
部
日
記
』

（
萩
谷
説
）」「
日
記
的
小
家
集（
久
保
説
）」と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、現
存
日
記
、絵
詞
断
簡
の
冒
頭
部
の
「
秋
の
気
配
～
か
つ
は
あ
や
し
」

は
『
枕
草
子
』「
春
は
曙
」
を
意
識
し
た
起
筆
で
あ
り
、そ
こ
に
も
「
草
稿
性
」

が
認
め
ら
れ
る
も
の
な
の
か
、厳
密
な
判
断
は
不
可
能
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

久
保
朝
孝　

第
一
部
第
一
章
「『
紫
式
部
日
記
』
の
成
立
―
読
み
手
の
想
定
を

手
が
か
り
に
」『
紫
式
部
日
記
論
』
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
二
〇
年
六
月
、
書
き

下
ろ
し
、「『
紫
式
部
日
記
』の
成
立
―
読
み
手
の
想
定
を
手
が
か
り
に（
補
遺
）」

『
危
機
下
の
中
古
文
学
二
〇
二
〇
』
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
二
一
年
。

※
当
該
書
第
一
部
の
論
攷
執
筆
以
後
の
重
要
な
論
文
を
検
討
し
つ
つ
、
自
説
の

研
究
史
の
補
強
な
い
し
欠
を
補
う
説
述
と
な
っ
て
い
る
。消
息
体
部
分
は
、父・

為
時
を
『
日
記
』
の
第
一
読
者
と
し
て
想
定
す
る
の
だ
が
、
こ
の
説
を
検
討
す

る
際
に
、
池
田
節
子
説
の
結
論
「
共
通
の
知
識
を
有
す
る
身
近
な
人
」
を
援
用

す
る
。（
補
遺
）で
は
、読
者
に
亡
き
実
母
を「
存
命
で
あ
れ
ば
」と
し
て
加
え
た
。

久
保
朝
孝　

第
一
部
第
六
章
・『
紫
式
部
日
記
』
首
欠
説
批
判
」『
紫
式
部
日
記

論
』
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
二
〇
年
六
月
、
初
出
一
九
八
三
年

「
式
子
内
親
王
の
月
次
絵
「
五
月
」
に
記
載
さ
れ
た
の
は
、
家
集
（
六
九
）
の

詞
書
と
歌
と
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
依
拠
し
た
資
料
は
、
定
家
本

系
家
集
増
補
者
が
依
拠
し
た
同
様
の
紫
式
部
の
手
に
な
る
独
立
し
た
小
品
「
日

記
的
小
家
集
」
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
そ
の
資
料
は
『
栄
華

物
語
』
の
作
者
も
依
拠
し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
左
の
対
照
表
に
示
す
と
お

り
で
あ
っ
て
、
こ
の
資
料
（「
日
記
歌
」
追
補
者
が
依
拠
し
た
も
の
と
は
別
種

の
も
の
）
は
比
較
的
広
く
、
流
布
・
享
受
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
」�

�

一
一
八
頁

※
久
保
氏
の
成
立
過
程
論
は
、
ほ
ぼ
萩
谷
説
に
重
な
る
。
し
か
し
、
し
か
し
、

前
引
用
論
文
に
示
さ
れ
た
新
見
解
に
よ
れ
ば
、「
家
の
記
」
と
し
て
の
「
仮
名

日
記
」
の
存
在
を
想
定
し
、
そ
の
「
別
記
」
の
集
成
と
し
て
現
存
日
記
を
位
置

づ
け
る
。
そ
し
て
、
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
そ
の
第
一
読
者
を
父
為
時
と
す
る

の
で
あ
る
。
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い
。
萩
谷
説
に
左
袒
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

第
四
章　

△
藤
原
実
資
と
の
関
係

萩
谷
朴
「
紫
式
部
と
鈴
虫
と
小
野
宮
実
資
」「
国
語
と
国
文
学
」
東
京
大
学
国

語
国
文
学
会
、
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
七
月

※
「
鈴
虫
」
巻
の
六
条
院
の
詠
歌
「
ふ
り
す
て
が
た
き
鈴
虫
の
声
」
は
、（
歌

合
番
号
九
一
）「
永
延
二
年
（
九
八
八
）
七
月
七
日
蔵
人
頭
藤
原
実
資
家
歌
合
」

を
資
料
と
す
る
も
の
と
推
定
し
た
。

　
光
源
氏�

お
ほ
か
た
は�

秋
を
ば
う
し
と�

し
り
に
し
を�

ふ
り
す
て
が
た
き�

す
ゞ
む
し
の
こ
ゑ

　
と
し
の
び
や
か
に
の
た
ま
ふ
。
い
と
な
ま
め
き
て
、
あ
て
に
お
ほ
ど
か

な
り
。
女
三
宮
「
い
か
に　
と
か
や
い
で
や
お
も
ひ
の
ほ
か
な
る
御
こ
と

ぞ
」
と
て

　
女
三
宮�

こ
ゝ
ろ
も
て�

く
さ
の
い
ほ
り
を�

い
と
へ
ど
も�

な
を
す
ゞ
む
し

の�

こ
ゑ
ぞ
た
え
せ
ぬ

�

（
源
氏
物
語
絵
詞
「
鈴
虫
」
一
、一
二
九
七
②
～
一
二
九
八
①（

５
））

　
七
月
七
日
蔵
人
頭
藤
原
実
資
家
歌
合

（
６
）

　
七
月
七
日
、
頭
殿
の
お
ま
へ
に
て
男
女
方
わ
き
て
、
歌
合
せ
さ
せ
た
ま

ふ
、
鈴
虫
を
題
に
て�

行
頼

三　

�

お
も
ひ
や
る　
星
逢
ひ
の　
空
の
こ
こ
ろ
に
も　
ふ
り
す
て
が
た
き　

鈴
虫
の
こ
ゑ�

侍
従
の
君

四　

�

鈴
虫
の�

声
に
ぞ
あ
か
ぬ�

た
ま
さ
か
に�

行
き
逢
ふ
宵
の�

か
げ
を
ま

つ
に
も�

倫
範
の
朝
臣

五　
彦
星
に�

よ
そ
へ
て
ぞ
き
く�

年
経
れ
ど　
な
ほ
め
づ
ら
し
き�

鈴
虫
の

声�

衛
門
の
君

六　
七
夕
に�

心
を
よ
せ
て�

あ
か
ず
よ
も　
聞
き
す
て
が
た
き　
鈴
虫
の

声�
為
親
の
朝
臣

七　
七
夕
も�

鈴
虫
の
音
も�

今
宵
こ
そ�

心
を
か
く
る�

つ
ま
と
な
り
け
れ

　
萩
谷
朴
は
、
紫
式
部
は
道
長
と
実
資
の
政
治
的
緊
張
関
係
を
知
っ
て
い
た

が
、「
そ
の
当
時
に
お
い
て
す
ら
あ
ま
り
世
上
に
取
沙
汰
さ
れ
る
こ
と
も
な
か

つ
た
で
あ
ら
う
私
的
小
規
模
な
こ
の
歌
合
の
記
録
を
、
紫
式
部
が
一
見
す
る
機

會
を
持
ち
、
か
つ
ま
た
そ
の
中
の
歌
を
模
倣
踏
襲
す
る
こ
と
が
あ
つ
た
と
い

う
、ま
こ
と
に
稀
有
な
事
実
が
厳
然
と
し
て
存
在
し
得
た
」と
い
う
。
ま
た「
元

来
、
伯
父
の
妻
の
兄
と
い
う
家
系
的
な
つ
な
が
り
に
お
い
て
、
そ
の
身
は
道
長

方
に
仕
へ
な
が
ら
も
、
小
野
宮
家
に
対
し
て
、
尊
信
の
念
を
有
し
て
ゐ
た
紫
式

部
で
あ
つ
た
れ
ば
こ
そ
、
御
五
十
日
の
夜
の
実
資
の
言
動
を
も
、
敵
意
あ
る
も

の
と
し
て
は
受
け
と
ら
ず
、
む
し
ろ
奥
床
し
い
振
舞
ひ
と
な
が
め
る
こ
と
に
な

つ
た
わ
け
で
あ
る
。
紫
式
部
個
人
と
し
て
は
小
野
宮
家
と
御
堂
家
の
確
執
を
知

ら
ぬ
わ
け
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
む
し
ろ
、
待
ち
設
け
て
観
察
を
誤
り
、
よ

り
善
意
に
解
釈
す
る
こ
と
に
喜
び
を
見
出
だ
し
た
の
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
ま

た
、
ひ
と
り
紫
式
部
に
限
ら
ず
、
当
時
、
抗
争
劇
し
い
権
門
勢
家
の
間
に
あ
つ

て
、
常
に
権
勢
の
帰
趨
に
過
敏
な
神
経
を
働
か
し
、
旗
色
の
よ
い
方
へ
逸
早
く

馳
せ
参
じ
る
こ
と
を
心
か
け
つ
つ
も
亦
、
周
到
に
逆
櫓
を
用
意
す
る
の
が
、
い

は
ゆ
る
受
領
階
級
た
る
中
流
以
下
の
公
家
社
会
に
宿
命
づ
け
ら
れ
た
悲
し
い
生

活
信
條
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
同
時
代
の
清
少
納
言
の
場
合
に
一

層
は
つ
き
り
と
い
へ
る
こ
と
で
あ
る
。（
略
）
そ
し
て
更
に
次
の
世
代
に
な
る

と
、
清
少
納
言
の
娘
小
馬
命
婦
は
、
そ
の
小
野
宮
家
と
も
、
中
関
白
家
と
も
仇

敵
視
さ
れ
る
筈
の
御
堂
関
白
道
長
の
女
、
上
東
門
院
に
奉
仕
し
て
ゐ
る
の
で
あ

書
房
、
二
〇
〇
七
年
五
月

※
今
井
、
清
水
、
萩
谷
説
等
を
総
覧
し
、「
道
長
に
な
び
い
た
」
と
す
る

�

（
四
四
～
四
八
頁
）

△
小
谷
野
純
一
「
解
説
」『
紫
式
部
日
記
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
七
年
四
月

「『
紫
式
部
日
記
』
の
、
女
郎
花
を
材
と
し
た
歌
の
贈
答
に
よ
る
掛
け
合
い
、

さ
ら
に
は
、
梅
、
水
鶏
に
基
づ
く
そ
れ
ぞ
れ
の
、
贈
答
歌
に
よ
る
掛
け
合
い
な

ど
の
記
載
を
実
人
生
の
レ
ベ
ェ
ル
に
引
き
下
ろ
し
、
男
と
女
の
構
図
で
対
処
し

て
し
ま
っ
た
ゆ
え
の
、
あ
ま
り
に
素
朴
な
誤
謬
に
発
し
た
誤
伝
以
外
の
何
も
の

で
も
な
い
。
わ
た
し
た
ち
は
、
洗
練
さ
れ
た
宮
廷
人
の
、
恋
の
絡
み
を
演
じ
合

う
戯
れ
で
あ
る
実
相
を
見
抜
い
て
お
く
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

�
（
二
〇
三
～
二
〇
四
頁
）」

※
道
長
は
、
高
松
殿
・
源
明
子
（
九
七
五
～
一
〇
四
九
年
）
と
の
間
の
末
子
、

長
家
を
寛
弘
二
年
（
一
〇
〇
五
、
明
子
四
一
歳
）
八
月
に
儲
け
て
い
る
し
、
長

和
三
年
（
一
〇
一
四
）
に
は
源
重
光
の
娘
と
の
間
に
長
信
（
真
言
宗
僧
侶
・
池

辺
僧
正
）、藤
原
儼
子
（
藤
原
為
光
四
女
。
母
藤
原
伊
尹
娘
、花
山
法
皇
の
妾
、

後
に
藤
原
妍
子
女
官
、
道
長
妾
と
な
る
（『
尊
卑
分
脈
』））
と
は
、
長
和
五
年

（
一
〇
一
六
）、
五
一
歳
と
な
っ
た
道
長
と
の
間
に
子
を
孕
ん
だ
も
の
の
、
死

産
で
母
子
共
々
死
去
し
て
い
る
か
ら
（『
小
右
記
』
長
和
五
年
正
月
二
一
日
条

「
春
宮
大
夫
斉
信
卿
妹
亡
、
懐
妊
未
産
云
々（

４
）」）、

今
井
氏
の
道
長
糖
尿
病
床
去

り
説
は
成
り
立
た
な
い
。
ま
た
、
小
谷
野
論
は
、
結
果
的
に
、
作
者
周
辺
論
争

に
「
立
ち
入
ら
な
い
」
姿
勢
が
趨
勢
で
あ
っ
た
八
十
年
代
の
テ
ク
ス
ト
論
的
言

説
と
な
っ
て
い
る
。
儼
子
は
長
和
四
年
九
月
二
十
日
に
「
従
五
位
下
」（『
小
右

記
』『
御
堂
関
白
記
』）
と
見
え
て
お
り
、
妍
子
女
官
を
経
て
道
長
妾
と
な
っ
て

い
た
。
掌
侍
で
厚
遇
さ
れ
た
紫
式
部
と
位
階
も
同
格
で
あ
る
か
ら
、
道
長
妾
説

の
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
な
お
、『
源
氏
物
語
』「
幻
」
巻
に
は
、
紫
の
上
亡
き
後
の
、
六
条
院
周
辺
の

女
房
と
の
性
的
交
渉
を
以
下
の
よ
う
に
記
す
。

年
頃
ま
め
や
か
に
御
心
留
め
て
な
ど
は
あ
ら
ざ
り
し
か
ど
、
時
々
は
見
は

な
た
ぬ
や
う
に
お
ぼ
し
た
り
つ
る
人
々
、
な
か
な
か
、
か
か
る
さ
び
し
き

御
ひ
と
り
寝
に
は
、
い
と
お
ほ
ぞ
う
に
も
て
な
し
給
ひ
て
、
夜
の
宿
直
な

ど
に
は
あ
ま
た
こ
れ
か
れ
、
御
座
所
の
あ
た
り
ひ
き
さ
け
つ
つ
さ
ぶ
ら
は

せ
た
ま
ふ
。�

（
保
坂
本
一
四
〇
三
⑭
～
一
四
〇
四
②
）

中
将
の
君
と
い
ふ
は
、
ま
だ
小
さ
く
よ
り
見
給
ひ
慣
れ
に
し
を
、
い
と
し

の
び
て
み
た
ま
ひ
す
ぐ
さ
ず
や
あ
り
け
ん
、
い
と
か
た
は
ら
い
た
き
さ
ま

に
お
も
ひ
つ
つ
み
て
、
こ
と
に
慣
れ
き
こ
え
ざ
り
け
る
を
、
失
（
紫
の
上
）せ

給
ひ
て

後
は
、「
そ
の
人
よ
り
も
ら
う
た
き
も
の
に
心
と
ど
め
給
へ
り
し
も
の
を
」

と
、か
た
ざ
ま
に
も
お
ぼ
し
い
づ
る
に
、か
の
御
形
見
の
筋
に
つ
け
て
ぞ
、

あ
は
れ
に
お
も
ほ
し
た
る
心
ば
せ
、
か
た
ち
な
ど
も
い
と
め
や
す
く
て
、

う
な
ひ
松
に
お
も
ほ
え
た
る
け
は
ひ
し
た
る
な
ど
、「
た
だ
な
る
よ
り
は

ら
う
ら
う
じ
」
と
お
ぼ
す
。�

（
保
坂
本
一
四
〇
五
⑩
～
一
四
〇
七
⑥
）

　
い
ず
れ
も
六
条
院
女
房
に
は
召
人
が
複
数
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。「
う

な
ひ
松
」
を
『
新
編
全
集
』
は
「
こ
れ
か
ら
生
長
す
る
小
松
。『
河
海
抄
』
な

ど
は
、
墓
に
植
え
た
松
で
、
中
将
の
君
を
亡
き
紫
の
上
の
形
見
の
意
に
解
す
。

情
を
か
け
た
召
人
だ
け
に
、
い
よ
い
よ
故
人
の
形
見
と
思
わ
れ
る
（
五
二
六

頁
）」
と
施
註
す
る
。
状
況
証
拠
と
し
て
は
、
紫
式
部
道
長
妻
妾
説
を
裏
付
け

る
も
の
と
言
え
よ
う
。

　
日
記
作
者
と
倫
子
の
「
菊
の
着
せ
綿
」「
す
き
も
の
」「
梅
」
に
関
す
る
微
妙

な
関
係
性
な
ど
、
萩
谷
説
の
周
辺
の
徹
底
的
な
検
証
と
符
合
す
る
こ
と
も
多
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び
つ
き
が
『
古
今
集
』
に
は
詠
ま
れ
ぬ
歌
語
「
鈴
虫
」
と
し
て
、『
源
氏
物
語
』

で
の
「
ふ
り
す
で
が
た
き
鈴
虫
の
声
」
の
詠
歌
に
繋
が
っ
た
こ
と
に
な
る
。
な

お
、「
中
宮
の
、
い
と
遥
け
き
野
辺
を
分
け
て
わ
ざ
と
尋
ね
と
り
つ
つ
放
た
せ

給
へ
る
に
」
に
関
し
て
、
今
井
源
衛
は
、
萩
谷
朴
が
「
人
知
れ
ず�

秋
の
暮
れ

ぬ
る�

女
郎
花�

虫
の
声
よ
り
も�

尋
ね
ぬ
る
か
な
」
三
六
歌
仙
本
『
元
真
集
』
の

詠
を
「
五
三
／
天
徳
三
年
八
月
二
十
三
日
斎
宮
女
御
徽
子
内
親
王
前
栽
合
歌

合
」
と
推
定
し
て
復
原
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
つ
つ
、
こ
の
詠
歌
群
が
当
該

「
鈴
虫
」
巻
テ
ク
ス
ト
生
成
に
関
与
し
た
か
否
か
を
検
討
し
、「
示
唆
程
度
の

こ
と
は
あ
り
得
る
と
は
し
て
も
、
確
実
な
物
語
の
素
材
と
し
て
推
定
す
る
に
は

不
安
が
大
き
い
」（「
漢
籍
・
史
書
、
仏
典
引
用
一
覧
」『
新
編
全
集
』
巻
四
、

小
学
館
、一
九
九
六
年
、五
七
八
～
五
七
九
頁
）
と
説
述
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

『
歌
合
大
成
』
歌
合
番
号
五
三
に
は
『
源
氏
物
語
』
に
関
す
る
言
及
は
な
く
、

歌
合
番
号
九
一
に
関
し
て
四
五
句
「
ふ
り
す
て
が
た
き
鈴
虫
の
声
」
の
影
響
関

係
を
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
今
井
解
説
は
不
可
解
で
あ
る
。
鈴
虫
巻
の

萩
谷
論
文
を
論
じ
よ
う
と
し
て
、
参
照
歌
合
を
見
誤
っ
た
も
の
で
あ
る
。

萩
谷
朴
『
紫
式
部
の
蛇
足 

貫
之
の
勇
み
足
』
新
潮
選
書
、
二
〇
〇
〇
年
三
月

紫
式
部
が
女
性
と
し
て
道
長
の
誘
惑
を
受
け
入
れ
た
の
も
、
ま
た
一
方
的
に
、

そ
れ
と
矛
盾
す
る
か
の
如
く
、
道
長
の
政
敵
実
資
の
信
用
を
失
わ
ず
、
一
条
天

皇
退
位
後
、
父
道
長
に
対
す
る
愛
情
を
失
な
っ
た
皇
太
后
宮
彰
子
と
実
資
と
の

取
り
次
ぎ
役
を
勤
め
た
の
も
、
要
す
る
に
、
首
鼠
両
端
を
持
し
て
官
界
に
巧
み

に
遊
泳
す
る
処
世
の
知
恵
で
あ
っ
た
。�

一
八
三
頁

※
「
父
道
長
に
対
す
る
愛
情
を
失
な
っ
た
皇
太
后
宮
彰
子
」
と
あ
る
の
は
、
寛

弘
八
年
（
一
〇
一
一
）
六
月
、
一
条
天
皇
譲
位
に
際
し
て
、
彰
子
の
願
っ
た
定

子
の
遺
児
・
敦
康
親
王
立
坊
を
父
道
長
が
阻
止
し
て
、
敦
成
親
王
を
擁
し
て
以

降
の
関
係
を
言
う
（『
栄
華
物
語
』
巻
九
「
い
は
か
げ
」
彰
子
「
い
な
、
悪
し

う
仰
せ
ら
る
る
こ
と
な
り
。
次
第
に
こ
そ
」）。
ま
た
、
敦
康
親
王
勅
別
当
の
行

成
『
権
記
』
寛
弘
八
年
（
一
〇
一
一
）　
五
月
二
十
七
日
条
に
は
、
行
成
が
一

条
天
皇
か
ら
の
東
宮
問
題
の
諮
問
に
答
え
て
、
第
一
皇
子
の
惟
喬
親
王
を
超
え

て
第
四
皇
子
の
清
和
天
皇
が
立
太
子
し
た
こ
と
、
淳
和
天
皇
の
恒
貞
親
王
が
東

宮
で
あ
り
な
が
ら
廃
さ
れ
た
先
例
を
挙
げ
つ
つ
、
道
長
の
意
向
は
敦
成
親
王
立

坊
で
あ
り
、
敦
康
親
王
の
場
合
は
周
囲
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
か
ら
、
し
か
る

べ
き
処
遇
で
対
処
す
べ
き
で
あ
る
と
勘
申
し
た（

８
）。「
今
、
聖
上
、
嫡

（
敦
康
親
王
）を
以
て
儲

と
為
さ
ん
と
欲
す
と
雖
も
、
丞（
道
長
）相、

未
だ
必
ず
し
も
早
く
承
引
せ
ず
。（
略
）

但
し
此
の
皇
子
、
故
皇
后
宮
の
外
戚
高
氏
の
先
、
斎
宮
の
事
、
其
の
後
胤
の
者

た
る
に
依
り
て
、
皆
、
以
て
和
さ
ざ
る
な
り
。
今
、
皇
子
の
為
に
怖
る
る
所
無

き
に
非
ず
。
能
く
大
神
宮
に
祈
り
謝
ら
る
る
べ
き
な
り
。
猶
ほ
愛
憐
の
御
意
有

ら
ば
、
年
官
年
爵
并
び
に
年
給
の
受
領
の
吏
等
を
給
ひ
、
一
両
の
宮
臣
を
し
て

恪
勤
の
便
り
を
得
し
め
ば
、
是
れ
上
計
な
り
」
と
言
へ
り
。」
と
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
こ
の
決
定
に
関
し
て
彰
子
皇
太
后
は
頗
る
不
満
で
、「
後
に
聞
く
、「
后

宮
、
丞
相
を
怨
み
奉
り
給
ふ
」
と
云
々
。（
略
）
而
る
に
隠
秘
せ
ん
が
為
、
告

ぐ
る
趣
き
を
示
さ
る
る
こ
と
無
し
」
と
云
々（

９
）。」

と
自
身
に
情
報
が
秘
匿
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、「
丞
相
」
た
る
父
道
長
を
怨
ん
で
い
る
と
あ
る
。
か
く
し
て
、

彰
子
は
父
道
長
の
ラ
イ
バ
ル
で
、
稀
代
の
有
識
・
実
資
に
急
接
近
、
そ
こ
で
紫

式
部
が
機
密
共
有
の
仲
介
に
起
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

注
（
１
）
島
田
良
二
「
紫
式
部
諸
説
一
覧
」「
国
文
学
」
學
燈
社
、
一
九
八
二
年
十
月
。

（
２
）
上
原
作
和
「
あ
る
紫
式
部
伝
・
第
二
稿
―
本
名
・
職
階
・
没
年
説
の
現
在
」「
古

る
。
こ
の
一
転
二
転
三
転
し
て
、

権
勢
に
阿
附
す
る
下
流
公
家
人
の

心
事
た
る
や
複
雑
察
す
る
に
餘
り

あ
る
も
の
と
い
は
ね
ば
な
る
ま

い
」。
と
述
べ
て
い
る
。
論
中
の

「
伯
父
の
妻
の
兄
と
い
う
家
系
的

な
つ
な
が
り
」
は
、
本
歌
合
四
番

左
の
歌
人「
た
め
ち
か
の
朝
臣
」、

す
な
わ
ち
「
実
資
家
の
家
司
も
し

く
は
そ
れ
に
近
い
身
分
柄
で
あ
つ

た
と
思
は
れ
る
源
為
親
」
の
こ
と

で
あ
る
。
く
わ
え
て
、『
小
右
記
』

寛
和
元
年
（
九
八
五
）
四
月
十
四

日
条
に
は
「
陸
奥
守
為
長
」、
同

じ
く
四
日
後
の
『
小
右
記
』
寛
和

元
三
年
（
九
八
五
）
四
月
十
八
日
条
に
は
実
資
の
娘
が
産
ま
れ
、
そ
の
沐
浴
を

担
当
し
た
女
房
「
左
衛
門
尉
為
長
妻
」
の
存
在
も
知
ら
れ
、
こ
の
妻
が
本
歌
合

二
番
右
の
歌
人
「
衛
門
の
君
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
実
資
と
の
結
び
つ
き
は
よ

り
強
固
と
な
る
。
為
長
に
は
安
和
二
年
（
九
六
九
）
年
八
月
「
六
位
蔵
人
」
と

思
し
き
経
歴
は
あ
る
が
、
左
衛
門
尉
と
の
兼
官
と
記
す
現
存
文
献
は
な
い
か

ら
、「
為
長
」は
別
人
の
可
能
性
も
あ
る
。
ち
な
み
に
、こ
の「
為
親
の
朝
臣
」、「
衛

門
の
君
」に
関
し
て
は
、『
増
補
新
訂　
平
安
朝
歌
合
大
成
』第
一
巻
、同
朋
舎
、

一
九
九
五
年
（
歌
合
番
号
九
一
）
で
も
こ
の
考
証
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
源
為

親
は
正
暦
元
年
（
九
九
〇
）
八
月
三
十
日
の
除
目
で
肥
後
守
、
ま
た
藤
原
知
章

の
辞
任
に
伴
い
藤
原
宣
孝
も
任
筑
前
守
。
長
徳
四
年
（
九
九
八
）
二
月
二
十
三

日
、
従
四
位
下
源
為
親
〈
肥
後
の
功
〉。（
い
ず
れ
も
『
小
右
記
』）。

　
た
だ
し
、稲
賀
敬
二
「
小
野
宮
家
と
為
頼
」『
源
氏
物
語
の
作
者　

紫
式
部
』

新
典
社
、
一
九
八
二
年
は
、
陸
奥
守
と
左
衛
門
尉
兼
官
と
見
て
い
る
よ
う
で
あ

る（
７
）。

む
し
ろ
、
稲
賀
氏
は
、
兄
弟
の
為
頼
と
実
資
の
関
係
を
焦
点
化
し
、
為
長

卒
後
に
交
わ
さ
れ
た
為
長
北
の
方
と
為
頼
の
和
歌
の
贈
答
を
紹
介
し
て
い
る

（
三
手
文
庫
本
『
為
頼
朝
臣
集
』）。
稲
賀
氏
は
、
こ
の
「
生な

海ま

松み

布る

」
を
送
っ

て
き
た
北
の
方
が
「
衛
門
の
君
」
と
考
え
て
い
る
よ
う
だ
。

　
　
同は
ら

腹か
ら

の
陸
奥
守
亡
く
な
り
て
の
こ
ろ
、
北
の
方
の
、
生な

海ま

松み

布る

を
こ

せ
た
り
し
に

四
五　
磯
に
生
ふ
る�

み
る
め
に
つ
け
て�

塩
竃
の�

う
ら
さ
び
し
く
も�

思

ほ
ゆ
る
哉

　
「
磯
」「
生
海
松
」「
塩
竃
の
浦
」
が
縁
語
。「
見
る
目
」
と
「
生
海
藻
」、「
浦
」

と
「
う
ら
さ
び
し
く
」
が
懸
詞
、
陸
奥
守
だ
っ
た
夫
を
偲
ん
で
歌
枕
塩
竃
を
詠

み
込
む
と
い
う
凝
り
よ
う
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、『
小
右
記
』
永
祚
元
年
（
九
八
九
）
七
月
十
八
日
に
為
頼
が
藤
原

知
章
と
と
も
に
実
資
邸
を
訪
れ
、
時
を
忘
れ
て
歓
談
し
た
こ
と
を
記
し
て
い

る
。
稲
賀
氏
は
、
こ
の
年
二
月
、
実
資
が
参
議
と
な
っ
た
の
は
円
融
院
の
強
力

な
推
挙
に
よ
る
補
任
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
こ
と
を
伝
え
聞
い
た
為
頼
の

御
慶
言
上
の
訪
問
で
あ
っ
た
と
推
定
し
て
い
る
。
ま
た
正
暦
元
年
（
九
九
〇
）

七
月
十
五
日
、
四
日
前
に
夭
折
し
た
実
資
の
娘
の
弔
問
に
訪
れ
た
こ
と
も
記
し

て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
為
親
の
出
詠
と
、
妹
が
為
長
の
妻
で
あ
る
と
い
う
こ

と
、
ま
た
、
為
頼
と
小
野
宮
家
の
家
司
と
も
い
う
べ
き
関
係
か
ら
、
為
時
、
な

ら
び
に
紫
式
部
の
結
び
付
き
が
確
認
さ
れ
る
と
言
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
結
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代
文
学
研
究
第
二
次
」
三
一
号
、
古
代
文
学
研
究
会
、
二
〇
二
二
年
十
月
。

（
３
）
本
文
は
『
翻
刻
明
月
記
』
第
三
巻
、
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
別
巻
四
朝
日
新
聞

社
、
二
〇
一
八
年
の
翻
刻
に
よ
っ
た
。

（
４
）
藤
原
儼
子
は
、
藤
原
伊
周
、
隆
家
兄
弟
の
花
山
院
奉
射
事
件
（
長
徳
の
変

（
九
九
六
））
の
い
っ
ぽ
う
の
当
時
者
で
あ
っ
た
。
伊
周
が
通
っ
て
い
た
の
は

三
の
君
で
あ
る
が
、
伊
周
が
こ
の
女
性
を
儼
子
と
勘
違
い
し
た
の
が
事
件
の

発
端
で
あ
る
。

（
５
）
本
文
は
『
国
宝
源
氏
物
語
絵
巻
』
五
島
美
術
館
、二
〇
一
〇
年
の
影
印
に
よ
り
、

『
源
氏
物
語
大
成
』
中
央
公
論
社
、一
九
五
三
年
の
所
在
頁
行
数
を
示
し
た
。

「
幻
」
巻
の
保
坂
本
も
こ
れ
に
倣
う
。

（
６
）
本
文
は
萩
谷
朴
『
増
補
新
訂
平
安
朝
歌
合
大
成
』
巻
一
、
同
朋
舎
、

一
九
九
五
年
に
よ
っ
た
。

（
７
）
筑
紫
平
安
文
学
研
究
会
編
『
為
頼
集
』
風
間
書
房
、
一
九
九
四
年
は
当
該

四
五
番
歌
に
お
い
て
、『
小
右
記
』
に
、「
為
長
」
が
同
時
期
に
「
陸
奥
守
」「
左

衛
門
尉
」
と
連
続
し
て
書
か
れ
て
い
る
事
実
の
み
を
記
す
。
一
七
九
頁
。

（
８
）
先
例
の
テ
ク
ス
ト
に
、
伊
周
母
方
の
高
祖
父
高
階
師
尚
は
、
斎
宮
恬
子
内
親

王
と
在
原
業
平
の
不
義
の
子
な
る
説
も
あ
っ
て
伊
勢
神
宮
を
憚
ら
ね
ば
な
ら

な
い
と
あ
る
が
、
こ
の
条
は
『
尊
卑
分
脈
』
等
に
見
ら
れ
る
院
政
期
の
伝
承

で
あ
り
、
底
本
・
伏
見
宮
本
の
後
代
加
筆
と
さ
れ
て
い
る
。

（
９
）『
権
記
』
本
文
は
増
補
史
料
大
成
『
増
補
史
料
大
成
』、
臨
川
書
店
、

一
九
六
五
年
に
よ
り
、
倉
本
一
宏
『
現
代
語
訳
権
記
』
下
巻
、
講
談
社
学
術

文
庫
、
二
〇
一
二
年
を
参
照
し
た
。
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増
田　
高
士　

�（
ま
す
だ　
た
か
し
）
一
九
八
七
年
、
静
岡
県
生
ま
れ
。
専
門
は
中
古
を
中
心
と
す
る
物
語
文
学
（
特
に
『
源
氏
物
語
』）。
論
文
に
「
立
坊
争
い
と
夫
婦

関
係
―
忠
雅
夫
妻
の
挿
話
に
お
け
る
二
層
構
造
の
「
語
り
」」（
伊
藤
禎
子
（
編
）『
う
つ
ほ
物
語　
国
譲
巻
の
世
界
』（
武
蔵
野
書
院
、二
〇
二
一
年
）、「
浮

舟
の
「
手
習
」
論
―
贈
答
と
し
て
の
手
習
―
」（
伊
藤
禎
子・勝
亦
志
織
（
編
）『
王
朝
文
学
の
〈
旋
律
〉』（
新
典
社
、二
〇
二
二
年
）、「『
源
氏
物
語
』「
夢

浮
橋
」
巻
の
手
紙
と
物
語
の
終
わ
り
―
横
川
僧
都
と
薫
の
手
紙
に
つ
い
て
―
」（『
学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
会
誌
』
六
六
、二
〇
二
三
年
三
月
）
な
ど
。

越
野　
優
子　

�（
こ
し
の　
ゆ
う
こ
）
愛
知
県
名
古
屋
市
出
身
。『
源
氏
物
語
』
を
中
心
と
し
た
日
本
古
典
文
学
専
攻
。
著
書
に
『
国
冬
本
源
氏
物
語
論
』（
武
蔵
野
書
院　

二
〇
一
六
年
九
月
）
が
あ
る
。
最
新
論
考
は
「
阿
里
莫
本
源
氏
物
語(

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵)

中
の
『
雲
隠
六
帖
』
に
つ
い
て
―
解
題
と
若

干
の
考
察
」（『
研
究
と
資
料
』
第
85
輯　
二
〇
二
二
年
一
二
月
）。

西
原　
志
保　

�（
に
し
は
ら　
し
ほ
）
一
九
八
〇
年
香
川
県
生
ま
れ
。
動
物・植
物・人
形
表
象
や
ア
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
な
感
性
に
注
目
し
て
日
本
文
学・文
化
を
考
察
す
る
。

著
書
に
『『
源
氏
物
語
』
女
三
の
宮
の
〈
内
面
〉』（
新
典
社
新
書
、
二
〇
一
七
年
）、
論
稿
に
「
情
報
化
さ
れ
る
精
神
と
機
械
化
さ
れ
る
身
体
―
京
極
夏
彦

『
魍
魎
の
匣
』、『
ル
ー
・
ガ
ル
ー
』
の
比
較
に
み
る
変
容
」（『
日
本
文
学
』
二
〇
二
一
年
一
〇
月
号
）、「
自
然
／
人
工
と
生
殖
―
『
源
氏
物
語
』
に
お
け

る
動
物
と
人
形
」（『
文
学
・
語
学
』
二
三
五
号
、
二
〇
二
二
年
八
月
）
が
あ
る
。

上
原　
作
和　

�（
う
え
は
ら　
さ
く
か
ず
）
一
九
六
二
年
、
長
野
県
佐
久
市
生
ま
れ
。
物
語
文
学
、
日
本
琴
學
史
、
文
献
学
史
。
主
著
『
光
源
氏
物
語
學
藝
史
－
右
書
左

琴
の
思
想
』
翰
林
書
房
、
二
〇
〇
六
年
、『
光
源
氏
物
語
傳
來
史
』
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
一
一
年
、
上
原
作
和
・
正
道
寺
康
子
著
『
日
本
琴
學
史
』
勉
誠

出
版
、
二
〇
一
五
年
、
二
〇
二
三
年
は
『
紫
式
部
伝
』、
そ
の
関
連
書
籍
刊
行
予
定
。

手
塚　
翔
斗　

�（
て
づ
か　
し
ょ
う
と
）
専
門
は
近
松
門
左
衛
門
の
世
話
浄
瑠
璃
を
中
心
と
し
た
近
世
文
学
、
特
に
作
中
人
物
の
言
語
行
為
の
分
析
。
論
文
に
「
他
者
の

言
葉
、
他
者
と
し
て
の
言
葉
―
―
近
松
門
左
衛
門
『
心
中
重
井
筒
』
論
」（『
学
芸
古
典
文
学
』
第
一
二
号
、
二
〇
一
九
年
三
月
）、「
近
松
門
左
衛
門
『
堀

川
波
鼓
』
論
―
―
〈
沙
汰
〉
の
力
学
と
種
の
言
葉
―
―
」（『
物
語
研
究
』
第
二
〇
号
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）、「「
死
に
姿
」
の
政
治
と
言
葉
―
―
近
松
門

左
衛
門
『
心
中
宵
庚
申
』
論
」（『
学
芸
国
語
国
文
学
』
第
五
五
号
、
二
〇
二
三
年
三
月
）
な
ど
。

江
口　
真
規　

�（
え
ぐ
ち　
ま
き
）
一
九
八
七
年
、
熊
本
県
生
ま
れ
。
専
門
は
比
較
文
学
、
日
本
近
現
代
文
学
。
著
書
に
『
日
本
近
現
代
文
学
に
お
け
る
羊
の
表
象
―
漱

新
し
い
古
典
―
「
令
和
」
の
言
語
文
化
の
享
受
と
継
承
に
向
け
て
』
武
蔵
野
書
院　
二
〇
二
〇
年
）
な
ど
。

ダ
リ
ン
・
テ
ネ�

フ　
（
だ
り
ん　
て
ね
ふ
）
一
九
七
八
年
、
ソ
フ
ィ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
生
ま
れ
。
専
門
は
文
学
理
論
、
比
較
文
学
、
脱
構
築
、
現
代
思
想
。
ソ
フ
ィ
ア
大

学
文
学
部
文
学
理
論
学
科
准
教
授
、
プ
ロ
フ
デ
ィ
フ
大
学
哲
学
・
歴
史
学
部
社
会
学
・
人
間
学
学
科
准
教
授
兼
任
（
ブ
ル
ガ
リ
ア
）。
著
書
（
ブ
ル
ガ
リ

ア
語
）
に
『
虚
構
と
イ
メ
ー
ジ
』（
二
〇
一
二
年
）
と
『
逸
脱
―
ジ
ャ
ッ
ク・デ
リ
ダ
に
つ
い
て
』（
二
〇
一
三
年
）。
日
本
語
の
論
文
に
、「
猫
、眼
差
し
、

そ
し
て
死
」（
南
谷
奉
良
訳
、
首
都
大
学
東
京
人
文
学
研
究
科
『
人
文
学
報
』
№
５
１
１
・
特
集
：
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
没
後
10
年
、
二
〇
一
五
年
六
月
）、

「
世
界
文
学
の
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
」（
野
網
摩
利
子
編
『
世
界
文
学
と
日
本
近
代
文
学
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
九
年
）
な
ど

藤
井　
貞
和　

�（
ふ
じ
い　
さ
だ
か
ず
）
一
九
四
二
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。『
物
語
文
学
成
立
史
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
七
年
）、『
源
氏
物
語
論
』（
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
〇
年
）、『
平
安
物
語
叙
述
論
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
）
が
最
初
の
三
部
作
。『
日
本
語
と
時
間
』（
岩
波
新
書
、
二
〇
一
〇
）、『
文

法
的
詩
学
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
二
年
）、『
文
法
的
詩
学
そ
の
動
態
』（
同
、
二
〇
一
五
年
）、『
日
本
文
法
体
系
』（
ち
く
ま
新
書
、
二
〇
一
六
年
）
を

へ
て
、青
土
社
の
『
日
本
文
学
源
流
史
』（
二
〇
一
六
年
）、『〈
う
た
〉
起
源
考
』（
二
〇
二
〇
年
）、『
物
語
史
の
起
動
』（
二
〇
二
二
年
）
が
新
規
の
三
部
作
。

湯
淺　
幸
代　

�（
ゆ
あ
さ　
ゆ
き
よ
）
一
九
七
五
年
、
福
岡
県
筑
紫
野
市
生
ま
れ
。
著
書
『
源
氏
物
語
の
史
的
意
識
と
方
法
』（
新
典
社
、
二
○
一
八
年
一
月
）、
論
文
「
平

安
文
学
に
お
け
る
「
滝
口
」」（『
国
語
と
国
文
学
』
第
九
八
巻
第
五
号
、
二
○
二
一
年
四
月
）、
論
文
「『
篁
物
語
』
の
歌
物
語
性
に
つ
い
て
―
兄
妹
間
の

恋
愛
描
写
と
異
母
妹
の
歌
「
た
ま
ぼ
こ
の
道
交
ひ
な
り
し
君
な
れ
ば
～
」
か
ら
―
」（『
古
代
学
研
究
所
紀
要
』
三
○
号
、
明
治
大
学
古
代
学
研
究
所
、
二

○
二
一
年
三
月
）
等
。

張　
　
培
華　

�（
ち
ゃ
ん　
ぺ
い
ほ
あ
）
中
国
生
ま
れ
、
日
本
国
籍
。
専
門
は
日
本
文
学
・
中
国
文
学
。
論
文
に
「
日
本
語
と
中
国
語
に
お
け
る
「
娘
」
考
」（『
日
本
女

子
大
学
紀
要
』
人
間
社
会
学
部
、
第
三
二
号
、
二
〇
二
二
年
三
月
）、「
前
田
家
本
『
枕
草
子
』
本
文
再
検
証
：
漢
籍
に
由
来
す
る
表
現
か
ら
見
た
楠
説
」

（『
東
洋
文
化
』
復
刊
第
百
十
六
号
、
無
窮
会
、
二
〇
二
一
年
四
月
）、「『
源
氏
物
語
』「
空
蟬
」
出
典
論
」『
源
氏
物
語
〈
読
み
〉
の
交
響
Ⅲ
』（
新
典
社
、

二
〇
二
〇
年
）、
編
集
に
『
中
国
典
籍
日
本
注
釈
叢
書　
論
語
巻
・
老
荘
巻
・
孟
子
巻
・
孝
経
巻
・
五
経
巻
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
二
一
年
）
な
ど

が
あ
る
。
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ものが語らなくなった時
―文学作品における「もの」の有用性・指示性を配慮する

When Things Stop Talking: Considering the Serviceability and Reference of 
‘Things’ in Literary Works

Loren WALLER
This paper first aims to clarify “thing theory” research by examining Martin Heidegger’s 

arguments on things. Heidegger, beginning with Being and Time, differentiated “equipment” 

(Zeug ) from mere “things” (Ding ) by recognizing the former’s “readiness-to-hand” 

(Zuhandenheit ), or serviceability. He argued that we often first recognize equipmentality when 

something becomes “un-ready-to-hand” by being broken, in the way, or lost. He also argued 

that serviceable equipment functions in reference to or related to other equipment. Therefore, 

we should consider how things cause other things and people to gather.

Second, this paper examines the conspicuous “thing” on which the protagonist in Section 21 

of Ise monogatari writes (kakitsukekeru) a poem. Applying the concepts of serviceability and 

reference helps us consider how the thing functions and how it relates to the internal ontology 

of the narrative. In addition, the external ontology of the narrative may be understood by 

considering the monogatari itself as a thing, and reconsidering monogatari theory through 

thing theory.

一匹の猫の理論的使命
The Theoretical Fate of a Cat

Darin TENEV 
In this paper I offer a reading of the story of Kashiwagi and Onna San no Miya told in the 

two ‘Wakana’ (‘Spring Shoots’) chapters of The Tale of Genji and analyze the role the cat plays 

in the construction of the narrative’s logic. The analysis is focused mainly on three things: 

(1) the rhetorical aspect that simultaneously serves as a fundament for the narrative axis 

and is concealed by the narrative; (2) the modalities that give the direction of the narrative’s 

progression; and finally, (3) the figure of the cat that functions as a support on the plane of 

content for the formal mechanisms of rhetoric and modality.

In the story Onna San no Miya’s little cat inadvertently pulls the blind of the room she 

is in and Kashiwagi, the Intendant of the Right Gate Watch, glimpses at her and falls in love 

with her but he cannot approach her as she is Genji’s wife so he gets the cat instead and 

starts taking care of it. In the narrative sequence the cat thus appears as a metonymy of 

ある紫式部伝・第三稿
―日記の成立過程と読者圏、道長妾問題の現在
Murasaki Shikibu’s biography, third manuscript:

The process of creating the diary and the issue of the readership and 
Michinaga’s concubine.

SAKUKAZU Uehara
Following Ryoji Shimada’s “List of various theories”, in which he introduced various 

theories, mainly on bibliography of Murasaki Shikibu, this article looks forward to the results 

of research over the next 40 years. The contents are: the priod the Tale of Genji was written, 

the process of the creation of the current “Murasaki Shikibu Diary”,the relationship with 

Fujiwara Michinaga, and the relationship with Fujiwara Sanesuke. The Third paper consists 

of these research perspectives.

「外」から見えてくるもの
―海外での日本学研究から『大鏡』にみられるエコクリティシズムまで―

What can be seen from ‘outside’
From Japanese studies abroad to ecocriticism in “Ōkagami” (The Great Mirror)

SONOYAMA Senri
I flew to Europe because I wanted to study and in a way ‘experience’ Japanese literature 

in a country other than Japan. I found it exciting and challenging to look at Japanese literature 

from the perspective of ‘world literature’, and I had never thought I would feel so close to any 

foreign language. Different languages make the world and literature look different. I would like 

to introduce some of the topics and theories of interest to the students and researchers of the 

Japanese Studies Department at the Jagiellonian University in Poland, and to share a few of 

my own impressions. My understanding of Japanese literature within the framework of world 

literature is not only academic but also personal due to my own experience during my stay 

in Poland. By re-reading “Ōkagami” (The Great Mirror) from the perspective of ecocriticism, I 

hope to raise some issues about the relationship between literature and nature.
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